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尾灯 


7.7mm 遠 隔 操作 式 尾 部 銃 
(人 九 式 固定 機銃 を 使用 ) 


| 


トリ ム 兼 パラ ンス タプ ーー 


430X120mm 高 圧 尾 輪 


増加 タン ク 500 ! (爆弾 倉 後方 に 装備 ) 


胴体 後方 補助 タン ク 500 2 


座 ス ライ ド 風 防 


7.7mm「 テ 」 四 右 盤 側 方 銃 


7.7mm「 テ 」 四 後 下方 銃 
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ARAZ MAS > 76202 
滑 油 タン ク 95『 


Il J 無線 アン テ ナ 支 福 一 操 継 席 ( 機 長 また は 指揮 宮 席 ) 
友 租 着 陆 灯 Ese 
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ニン カー ス 式 球 関節 接 手 ( 上 下 各 7 か 所 ) 副 操縦 席 銃座 (一 部 実戦 部 隊 に よる 増設 ) 受信 
| 後 上 方 銃座 固定 風防 方 向 探知 用 ルー プア ン テ ナ 


胴体 前 方 補助 タン ク 295 2 開閉 式 天 募 (左右 共 ) 
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1000X360mm 高 圧 制動 車 輸 ーO 〇 O 式 1450 馬 力 発動 機 ( ハ -101) 


20 発 爆撃 操作 機 
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7.7mm「 テ 」 四 旋回 銃 


前 方 銃座 旋回 風防 


八 刀 式 爆撃 照準 器 2 型 


住友 ・ ハ ミル トン 定 回 転 プ ロペ ラ 


九 七 式 重 爆 撃 機 の 塗装 と マー キン グ 7 


九 七 式 重 爆 侧 机 I 型 飛行 第 60 戦 隊 第 2 中 隊 昭和 14 年 中 国 大 陸 fr 


BNU~WEEC, AION CAS RRC 
し て 大 活躍 を し た 飛行 第 60 戦 隊 は 、 現 存 写真 も 比較 的 多 
ぐ 、 よ ぐ 知 られ だ 部 隊 。13 年 に 実用 審査 の た め 中 国 大 陸 
へ 派遣 され だ 頃 は 、 右 上 図 の よう に 茶褐色 と 暗 緑色 の 迷 
彩 を 施し て いた が 、 上 面 パタ ー ン は 写真 が び か ぐ て よ ぐ くわ 
が ら な い 。 両 色 の 境 の 細い 白線 が 青 の 機体 も あっ 

米 彩 が 廃止 され 、 全 面 明 友 緑色 の 標準 
に 戻 つ を 。 こ の 頃 は 第 1 中 隊 は マー ク な し 、 第 3 中 隊 は 
FeRICAL VR (ED) を 記入 し て いた が 、16 年 9 月 に は 
全て 横線 一 本 の マー ク に 統一 され だ 。 (GFR. 色 で 中 
隊 を 区 別 一 一 第 1 PRE. SOPRA, BOHR), 

な お 第 2 中 隊 は 、 茶 礼 色 // 暗 緑色 迷彩 当時 に も 図 の マ 
ー ク を つけ て お り 、 中 央 の 星 Eh が 赤 フ チ つ き 白 。 LAL 
黄色 ゃ の 機体 も み ら れ 、 編 隊 別 に 色 を 替え て いた よう で 
ある 。 
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九 七 式 重 爆撃 機 T 型 飛行 第 98 戦 隊 第 2 中 隊 昭和 18 年 ビル マ 


4 飛行 第 98 戦 隊 は 13 年 8 月 編成 当時 は イ 式 重 爆 を 装備 し て お り 、 垂 直 尾 細 に 記入 され マ 第 3 独立 飛行 区 は 19 年 10 月 31 日 に 浜松 で 編成 され だ 重 爆 隊 だ が 、 実際 は 輌 送 機 隊 の よ つ が 任務 
た 太い 横線 が 部 隊 マ ー ク (1 中 隊 赤 フチ つき 白 、2 中 隊 白 フチ つき 赤 、3 中 隊 赤 フチ に 終始 し た 。 図 は 20 年 5 月 24 日 に 決行 され だ 有名 な 義 烈 空 反 隊 の 沖縄 固 入 時 に 、 輸 送 機 と し て 合 


つき 黄 ) で あつ た が 、15 年 に 九 式 重 爆 に 改変 し 、18 年 頃 に 図 の 部 隊 マ ー フ に 変更 さ 用 され だ 機体 。 IL 型 後期 型 の 後 上 万 銃 座 を 取外し て 整形 し 、 単 排気 管 に 改修 され て いる 。 ご うし 
れ だ 。 PRESS 1 中 隊 白 、 第 2 中 隊 赤 ( 白 フ チ つ き )、 第 3 中 隊 黄 (GIFS) て 内 部 に 約 12 名 の 兵員 を 収容 し だ 。 部 隊 マ ー ク は 三 を 図案 化し を た も の で 、 下 方 の 546 は 機体 番号 
その 後 、19 年 夏 に 四 式 重 招 に 改変 され る と 、 部 隊 マ ー ク は 数 守 の 7 に 変更 され だ 。 下 3 桁 と 思わ れる 。 他 に TI 型 前 期 型 を 単 排気 管 に 改 稀 し だ 機体 (No382 ゃ ) も 使用 し て いる 。 


九 七 式 重 爆 击 机 II 型 (特殊 改造 机 ) 第 3 独立 飛行 隊 昭和 20 年 ら 月 2 日 沖縄 
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九 七 式 重 爆 而 机 I 型 浜松 陸軍 飛行 学校 昭和 17 年 


飛行 第 58 戦 隊 ガ B だ の は 昭和 


第 1 中 隊 は 白 、 第 2 中 隊 は 赤 ( 白 フ チ つ 
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Ee PAINTING & MARKING 


PAINTING & MARKING i 
TVET IY 飛行 第 14 戦 隊 第 中隊 昭和 18 年 ニュ ー ギ ニア = 


ェ ーーー 
< Ds Ve, "ry 


九 式 重 爆撃 機 T 型 飛行 第 12 戦 隊 第 1 中 隊 昭和 19 年 ビル マ 
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人 人 上: 昭和 12 年 10 月 22 日 に 完成 し た キ 21 増 加 試 
機 。 試 作 機 の キ 19 に 比較 し 、 エ ンジ ン を は じ め 
ラッ プ な ど が 大 改修 され 、 別 機 の よう に 変身 し 
異様 な 迷彩 塗装 は 、 日 華 事 変 の 勃 宛 を うけ て 、 
体 の みな ら ず 、 内 地 の 新 型 試作 機 に も これ が 適 
GUSS 


訓練 飛行 に 出発 する 浜松 飛行 学校 の 九 七 


製造 番号 6041。 Il 型 は エン ジン を ハ 5 か ら ハ 101 


し た た め 、 ナ セル が 再 設計 きれ て 太く な り 1 型 
は 容易 に つく 。 主力 生産 型 と な り 、 昭 和 15 年 12 


作 機 1 号 
胴体 、 フ 
で て いる 。 

前 線 の 機 
ania 


换 
と の 識別 
月 か ら 19 


年 9 月 まで の 間 に 計 1272 機 生産 され た 。 後 期生 産 機 は 、 
後 上 方 武装 を 7.7mm か ら 13m 銃 に 強化 し 、 球 形 銃 塔 に 変 
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< 右 ペ ー ジ 上 > 晩秋 の 富士 山 を 背景 に 快 翔 す る 浜松 飛行 
学校 所 属 の 九 七重 爆 | 型 。 戦 時 中 の 市 販 号 真 (昭和 18 年 
11 月 撮影 ) の た め 、 尾 柚 の マー ク は 修正 ・ 消 去 され て い 
る 。 この頃 、 実 戦 部 隊 に お いて は | 型 は すでに 引退 し て 
お り 、 内 地 で 練習 用 、 連 絡 ・ 雑 用 な ど に 使わ れ て いる だ 


Gils uae. 


< 右 ペ ニー ジ > 左 境 方 に 富 事 山 を 見 つつ 雲海 ド 上 を 飛行 す 


Bile, it Dee Vong oyu Sick 


り 、 | 型 に 比較 し て 45km/h ほど の 速度 向上 (最高 速度 
478km/h) aL, PME TERE] ORL 


っ て 、 実 戦 部 隊 で 長く 使わ れ た が 、 
的 に 旧式 化し て 損 寄 が 急増 し た 。 


昭和 18 年 以降 は 決定 


九 七 式 重 爆撃 機 各 型 変遷 図 


キ -19 試 作 第 | 号機 


九 七 式 重 爆撃 機 1 型 申 ( キ -21- { 甲 ) 
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九 七 式 重 爆撃 機 1 WE (#-21-1Z) 
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九 七 式 重 爆撃 機 TI 型 甲 ( キ -2I-II 甲 ) 


九 七 式 重 爆撃 機 T 型 と ( キ -21I-II 乙 ) 作図 : 鈴木 幸雄 
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(2) 車 輸 増 径 一 一 990mm X350mm だ っ 
た 車輪 寸 度 を 変更 , 1000mmX360mm 
と する 。 

(3 爆弾 倉内 増 槽 新設 一 一 爆弾 食 内 
に 5006 の 燃料 タン ク を 増設 , 特別 
姜 備 と し て 使用 可能 と する 。 こ れ に 
と も な っ て 最大 搭載 量 は 3135 6 と 
な っ た 。 
すず キ 21II 先 行 試作 機 

14 年 11 月 14 日 試作 指示 。 発 動機 換 
対 に よる 問題 点 研究 の た め 1 型 内 の 
初 号 机 ( 製 番 272, 機 番 3001) の 発動 
茂 を ハ 101 に 換装 し た も の で , 15 年 
3 月 に 完成 。 基 本 審査 完了 は 15 年 12 
A 


実験 初期 に は ベー パー ロッ ク 等 の 
問題 が 発生 し た が , 性 能 は 向上 し , 
特に 信頼 性 は ハ - 5 に 比べ て 格段 に 
向上 し た た め , 本 機 の 真価 を 発揮 で 
きる 見 通し が た っ た 。 

多 九 巧 式 二 型 重 爆撃 機 皿 型 ( キ 21II 
甲 ) [二 型 初期 型 ] 

発動 機 を 一 つ 〇 式 1450 馬 力 発動 機 

(へ 101) に 換装 し た 性 能 向 上 型 。 
初 号 機 ( 製 番 432, 機 番 4001) の 完成 
は 15 年 12 月 で , 同年 末 に 制式 採用 。 

発動 機 換装 に と も な い プ ロペ ラ は 
定 速 式 に 変更 きれ た が , 住友 製 プ ロ 
ベラ (ハミ ルト ン 式 , 油圧 ) だ け で 
は 機体 生産 に 追い つか な いた め , 日 
本 国際 航空 製 の ラチ ェ 式 (電気 式 ) 
も 使用 , 両社 を 識別 する た め , 住友 
製 プ ロペ ラ 装 備 機 の 機 番 を 4000 番 
台 、 日 本 国際 航空 製 プ ロペ ラ 装備 機 
の 機 番 を 6000 番 台 と し た 。 

この ほか, 一 型 内 と の 相違 点 は つ 
き の と お り で ある 。 

(1) エ ンジ ン ・ ナ セル 再 設計 一 一 発 
動機 換装 に と も な い エ ンジ ン ・ ナ セ 
ル が 再 設計 され て , 大 型 化す る と 同 
時 に , 流 線 形 化 さ れ た 。 こ の 結果 。 
車輪 は 完全 引込 式 と な っ た 。 

(2) 側 方 銃 の 強化 一 一 これ まで は 側 
方 銃 は 左右 兼用 で 1 概 の 機銃 を 左右 
の 銃座 で 使用 し て いた が , これ を 左 
右 各 1 要 に 増強 し た (合計 7.7m 銃 7 
要 ) 。 

(3) エ ンジ ン ナ セル 形状 変更 一 一 車 


夜 九 七 式 重 爆 撃 機 隊 主 要 戦 隊 尾 豊 マー ク 座 


飛行 第 62 戦 隊 
第 1 中隊 
(17.8~18.12) 


飛行 第 62 戦 隊 
2 DR 
(16.10~17.8) 


飛行 第 109 戦 隊 


第 2 飛行 集団 
司令 部 飞行 班 
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※ 戦 隊 マ ー ク 凡例 
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第 4 飛行 師団 
司令 部 飛行 班 


第 5 飛行 師団 
司 兮 部 飞行 班 


第 9 飛行 師団 
司令 部 飞行 班 


輸 寸 度 変 更に より , 1 型 内 で は 脚 の 
完全 収容 が 不可 能 だ っ た が , ナセル 
を 変え て , この 点 を 改善 し た 。 

(⑭ 側 方 銃 の 強化 一 1 型 内 まで 
は , 側 方 銃座 は 左右 に あっ た が , 機 
銃 は 1 概 で 兼用 だ っ た 。 こ れ を それ 
ぞ れ 専用 と し た 。 

二 型 は 完成 後 も 種々 の 改修 が 実施 


され て いる が , 初期 型 (HB) OK 
階 で 実施 され た も の は つぎ の と お り 
で ある 。 

(①l 水 平尾 翼 の 増 積 と 昇降 能 操 縦 装 
置 の 改善 一 水平 尾 異 は 1 度 増 積 さ 
れ て いる が , その 後 こ の 問題 は さら 
に や か まし く な り , 機 番 4001 号 機 初 
飛行 の 後 , 16 年 9 月 16 日 , 再度 の 増 
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積 と , 昇降 能 操縦 装置 に スプ リン グ 
を 入れ る よう 指示 が あっ た 。 こ の 改 
修 は 次 の よう な も の で , II 型 の 初 号 
機 に きか の ぼっ て 実施 し た 。 


184 TI # 
水平 尾翼 面積 11.32m 13.16m 
昇降 能面 積 3.76m 3.98m 


(⑫ 主 異 お よび 尾 軸 の 補強 と ESD 
管 亀 裂 問題 ーー フラ ッ タ ー が 原因 と 
思わ れる 事故 に 関し , WARIO 
厚 を 増加 する と いう 剛性 対策 が 行 な 
われ た 。 し か し , これ と は 別に , 全 
備 重 量 の 増加 に と も な う 主 糞 の 補 
強 , 水平 選 細 の 増 積 に と も な う 補 強 
が 必須 と な っ た 。 

主軸 に つい て は , 新た に II 型 の 全 
備 重量 に よる 破壊 試験 を 16 年 1 月 
立川 技研 で 行なっ た と ころ , 荷重 倍 


ESDT#eeNbeT45 と, A 
辺 に 亀裂 が 生じ る こと が わか っ た 。 
調査 し た と ころ , 既 生 産 機 は 全部 同 
様 の 状態 で , 即時 生産 を 停止 する か 
どう か , 大 問題 に な っ た 。 

ESDT 材 は 新しい 材料 で , Fen 
の 桁 材 に 押出 型 材 と し て 使用 され , 
時 期 割 れ が 問題 と な っ た こと が あ 
Bo 後に これ は 札 愛 で ある こと が わ ね 
か っ た が , 当時 の 本 機 に と っ て は 大 
事件 どっ た 。 

た だ ち に 大 が か りな 試験 ・ 研 究 が 
行なわ れ , 次 の よう な 結論 を 得 た 。 
すなわち , この ES DT 材 の 使用 に 
関し , 破壊 に 至る べき 推定 飛行 時 間 
は , 最も 楽 な 仮定 で 1330 時 間 , 中 間 
的 な 仮定 で 670 時 間 , REL BFA Ze 
定 で 270 時 間 と いう も の で , 当時 の 


14 戦 隊 の 上 面 パタ ー ン 
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強度 不足 で ある こと が 判明 し た 。 こ 
の た め , BROCE RI Ope 
翼 部 の 桁 を 急きょ 補強 する こと と な 
り , 製 番 582 号 機 か ら , 桁 縁 材 の 桁 
管 を SDR 管 か ら ESD 本 管 に 変更 
し た 。 ところが, この 改修 を 行なっ 
た 機体 が ライ ン に 乗っ た 16 年 6 A, 
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数 4.4 で 中 央 商 桁 が 破断 予想 外 に 


戦地 使用 状況 より 見 て , 使用 し て も 
さしつかえ る ない, と いう の で ある 。 

結果 的 に は , この こと に 起因 する 
事故 は 起き な か っ た 。 し か し , 第 
652 号 機 以降 は 全面 的 に ESD 丁 管 
の 使用 を や め , SD R 管 の 板 厚 増加 
と し た 。 

(3) ベ ー パ ー ロ ッ ク お よび 油圧 低下 


ーー16 年 4 月 。 ハ 101 エ ンジ ン に よ 
る 性 能 を 求め る た め 機 番 4003 番 機 に 
よっ て 高空 上 昇 試験 を 行なっ た と こ 
ろ , 高度 7300m で ベー パー ロッ ク を 
起こ し , 高度 8000m で は 油圧 も 低 凍 
し た 。 こ の 対策 と し て , ベー バー 
ロッ ク に 対し て は 集合 タン ク の 親 
設 , 各 タ ンク の 空気 抜き の 接続 , 物 
别 装 备 上 L 世 燃 料 论 却 器 去 装备 可 能 
と する , と いう 改修 を 行ない , HE 
に 対し て は , 導管 径 の 増大 , MEF 
ンク の 増 積 を 行なっ た 。 
SnRCKIVBRRROW (£2111 
と ) [二 型 后 期 型 ] 

太平 洋 戦争 に 入る と , REO IE 
は ます ます 必要 と な り , 4001 番 機 に 
よっ て , 後 上 方 機銃 を 7.7m 機 銃 区 
ら 12.7mm 砲 に 変え , 17 年 4 月 か ら 隔 
8 月 まで 試験 と 必要 な 改修 を 行なっ 
た 。 こ の 結果 , 製 番 1026 号 機 (Hee 
6201) か ら 12.7mm 砲 ( ホ -103) を 衝 
上 方 に 装備 し た が , 風防 も 球状 風 障 
に 変更 し , HSH LA. Cina 
II 型 で ある 。 

この ほか, 二 型 の 後期 型 ( 選 型 
で は , つぎ の よう な 改修 も 実施 さ 想 
て いる 。 

単 排気 管 の 装着 一 一 排気 消炎 を 往 
な い , か つ 速 度 低 下 を 防ぐ た め , 18 
年 5 月 8 日, 単 排気 管 装着 の 試験 才 
指示 され た 。 ま ず 2 機 に この 改修 者 
行ない , 後に 正規 に 実施 され た 。 

防弾 , 防火 , WARM ST 2a 
ーー 操縦 者 に 対す る 防弾 と し て , B 
番 8 号機 で 4 mm の 防弾 鋼板 を 試験 本 
に 装備 し た が , その 後 実施 され 椅 
か っ た 。 

18 年 5 月 8 日 付 の 指示 に より , 一 
副 操 縦 士 お よび 後 上 方 射手 に 対し 1 
mm 防弾 鋼板 を 施し , 操縦 席 と 後 上 昔 
射手 に 対し 70mm の 防弾 が ラス を 半 備 
し た 。 製 番 1300 号 機 前 後 か ら 行なっ 
だ 5 

防火 対策 と し て は , BES YF 
(216mm FM HES =o Lice 
り 。 じ く 製 番 1300 号 機 前 後 か ら 寒 
施 , 消火 対策 と し て は , ABIL D 
お よび 中 央 翼 タ ンク 内 に 窒素 を 吹き 


可 


DTN, 製 番 1351 号 機 か ら 実 施 
ae 
まき 九 七 式 二 型 重 爆撃 機 山 型 ( キ 21II 
Y 事後 期 型 
平 洋 戦 争 の 進展 に な い , 電 
eating 要 性 が 認め られ 。 18 年 7 
月 15 日 お よび 9 月 23 日 の 指示 に より 
「 タ キ - 1 」 を 装備 する こと に な っ 
た 。 同 年 10 月 , 模型 審査 , 19 年 2 月 
中 旬 , 試作 機 1 機 を 完成 し た が , 計 


画 は ここ で 中 止 さ きれ た 。 こ れ を JI 型 
内 と 称し た 。 武 装 は 機 首 銃 を 廃し た 


ほか は II 型 の と 同 し 。 
この ほか , つぎ の よう な 装備 の テ 
スト も 行なわ れ て いる 。 
1) 消 炎 排 気管 試験 一 一 大 


id 


勃発 直後 , 夜間 攻撃 に 備え , 消火 排 
気管 の 試験 が 行なわ れ た 。 しかし, 


密航 で 10~15km/h の 速度 低下 と な 
り , 実用 は 中 止 と な っ た 


(2)1000kg】 背 一 一 1000kg 爆 弾 
は キ -19 試 作 時 に 特別 装備 と し て 指 
示さ れ た が , 後に これ は 取り 消し と 
な っ て いた 。 し か し , 新た に 艦隊 攻 


繋 用 と し て 1000kg 爆 弾 を 要する と い 
うこ と で , 機 番 4001 号 機 に て 実施 , 
3 月 に 投下 試験 お よび 飛行 試験 
SRILA ESE eS) が 行なわ れ 
た 。 後に, この 改修 関係 の 部 品 が 
200 機 分 納入 され た 。 
3) 滑 空 機 曳 行 装置 一 18 年 7 A, 
本 機 に より 3500kg 級 滑空 機 曳 行 装 置 
を 特殊 装備 と し て 実施 せよ と の 指示 
設計 , 製作 し た 。 

4) ‘hy WEE tiki — 7-67 (飛龍 ) を 
電装 し た 結果 , 好成績 だ っ た た め 
本 機 に も 実施 する よう と の 指示 が 5 
月 に 出さ れ た 。 こ の 試作 機 は 2 機 製 
作 さ れ た 。 


ads! 


を 日 華 事 変 

九 七 式 の 試作 機 が 完成 し た ころ , 
日 本 陸軍 は 機体 全面 を 灰 緑色 と 呼ば 
れる 明る い グ レー 系 統 の 塗料 で 塗装 
する の が 標準 で あっ た 。 胃 青 灰色 あ 


扉 が お り た た まれ た 状態 で 全開 に な っ て いる 九 革 式 重 爆 の 爆弾 倉内 に 100kg 弾 5 発 が み える 


る い は 明 灰 青色 と も 呼ば れ て いる こ 
の 色 は 黒 と 白 だ け を 混合 し た ニュ ー 


トラ ル ・ NS &, Bebe 
か で ある が 青 緑色 の ま ざ っ た グレ ー 
で を 持っ て いた 。 


九 七 式 重 爆 の 試作 1 2 号機 で , 
if ほ 色 で あっ た が , 12 
の た め 中 国 大 陸 
戦中 の 独立 飛行 第 3 中 隊 に 配属 
され た 際 , Lia mR EEO 
形 塗 り 分 け 迷 彩 の 上 に , さら に 青色 
の 不 規則 な 細い 線 を 入れ た 迷彩 を 施 
Lives 
ト 面 は 灰 緑 色 で あっ た 。 

12 年 の 11 月 か ら 12 月 に か け て 
し た 九 七 式 重 爆 の 増加 試作 機 も , 
面 に 暗 緑色 と 土 色 の 雲 形 塗り 分 け 迷 
彩 を 施し , さら に その 塗り 分 け の 境 
界 に 沿っ て 白 あ る い は 水色 の 細い 線 
を 入れ る と いう 塗装 を 採用 し て いた 
が , 円 ま た は 水色 の 線 の な い 機 も 
あっ た 。 

な お , 下面 は 灰 緑色 が 普通 で あっ 
た が , 試験 的 に 黒色 が 塗ら れ た も の 
も あっ た と いう 。 

これ ら の 迷彩 塗装 は 吹き 付け 塗装 

* 普 通 で , 色 と 色 の 境界 は わずか に 


年 10 月 末 , 


ボカ シ に な っ て いた 。 そ し て , ER 
前 縁 部 は 上 面 の 迷彩 塗装 が 下面 に 


オー バー ラッ プ し て お り , 胴体 も 迷 


彩 塗装 が 胴体 下面 の 一 部 まで オー 
バー ラッ プ し て いる の が 普通 で あっ 
だ 


この 九 七 式 重 爆 の 増加 試作 機 は 60 
戦隊 の 前 身 で ある 飛行 第 6 大 隊 に 配 
属さ れ て お り , 60 戦 隊 に 改編 後 も そ 
の 第 2 中 隊 で 使用 きれ た 。 

量産 機 は 全面 灰 緑色 で 仕上 げ ら れ 
て お り , 間もなく , この 標準 塗装 の 
機体 が 供給 され る よう に な っ た 。 こ 


の た め , 13 年 夏 か ら 14 年 ご ろ , 60 戦 
隊 で は 迷彩 機 と 標準 塗装 機 が 編隊 を 
組ん で いる 光景 が 見 られ た 。 


日 華 事 変 中 期 に は , ほとん ど が 全 
面 灰 緑色 の 機体 を 使用 し て お り , 7 
モン ハン 事変 に 参加 し た 機 も 全面 灰 
緑色 の 標準 塗 3 
應 大 戦 初期 一 末期 

開戦 直前 に は , ふた た び 迷 彩 塗 3 
を 施す よう に な り , 開戦 時 に は , 一 
部 で は 全面 灰 緑色 の 標準 塗 3 
も 使用 され て いた が , ほとん どの 機 
迷彩 塗装 を 採用 し て いた 。 
装 に は 大 きく 分 け て , 上 面 
全体 を ベタ 塗り に し た も の と , 上 面 
に マダ ラ や 蛇行 模様 を 書い た も の が 
ある が , 大 
フラ 迷彩 や 蛇行 迷彩 (IK 
は マダ ラ と 蛇行 迷彩 を 混用 し た 迷彩 
が 使用 きれ て いた 。 
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九 七 式 重 爆撃 機 


* 緊迫 する 国際 情勢 と 航空 技術 の 躍進 を 見 すえ な が ら 陸 軍機 近代 化 の 


一 番手 と し て 束 し い 試作 競争 の すえ に 開発 され だ 重 旭 の メカ ご 運用 | 


“INTRODUCTION” 


昭和 10 年 と いう 年 は いろ る いろ な 意味 
で 日 本 航空 界 こ と つて ひと つの 転機 と 
な っ つ だ 年 で 、 陸 、 海 軍 を 問わ ず 、 そ れ 
ECOL WS SI SRE BRN 
機体 が 計画 され 、 あ る い は 完成 し た 。 


競争 試作 は 行なわ れ な こなつ だ 。 
匠 部 を 再 設計 され だ 三菱 の 増加 試作 
型 は キ -21 と 呼称 変更 され 12 年 度 内 に 6 
機 完成 し 、 実 用 試験 も 疫 ね 中 国 大 陸 の 
飛行 第 6 大 隊 へ 実戦 配備 され だ 。 


三菱 ル 七 式 重 爆撃 機 


能 は 悪く 現地 部 隊 の 評価 も きん ざん で 
あつ だ 。 キ -21 の 登場 は 隊員 に と つて 救 
世 主 の 出現 に も 思え だ で あろ う 。 確 ガ 
(CBO 』 -15、16、 プ ラジエーター な ど 
の 戦闘 機 に 匹敵 する 高速 は 魅力 で あつ 


SBR ORFEIC BU CBBC 


当時 、 実 用 に 耐え 得る 近代 的 重 爆 撃 


を ご され だ 陸軍 は 、 昭 和 10 年 に な つて 


機 の 不足 に 悩ん で い だ 陸 軍 は 、 キ 21 の 


だ 。 昭 和 14 年 2 月 に 決行 され だ 蘭州 糞 
撃 作戦 で は イ 式 重 爆 装 備 の 12、98 両 戦 


よう や ご ぐ 九 三 式 重 爆 |( に が わる 高 性 能 重 


実用 化 ま で の つなぎ と し て イタ リア ガ が ガ 


爆撃 機 の 試作 を 計画 し 、 三 菱 、 中 島 の 
両社 に 対し 、 キ -19 の 名 称 で 競争 試作 を 
MLE, CNld, HDABMOMBRIS 
競争 試作 で も あつ だ 。 


EOE ROWS SMmld, HB 
の それ と は 異な り 、 爆 弾 搭載 量 は 少な 
ぐ 、 豚 続 距離 は 短 が かい 。 反面 、 速 度 性 
能 、 操 縦 性 能 は 高度 な も の を 要求 する 
と いつ だ な 具合 で ある 。 

ご れ は 、 陸 軍 当 局 の 仮想 敵 
( 湯 軍 は アメ リカ ) 一 本 に し 
い だ こ と に 起因 する 。 当 時 、 日 本 の 領 
土 だ つ だ 満州 と ソ連 は 国境 線 を は さん 
で 接 つ し て お り 、 基 地 と 戦線 は 近 ぐ 、 
少量 の 爆弾 を 積ん で 反復 出撃 する の が 
最良 と 考え られ て いた 。 

し た が つて 、 キ -19 試 作 に あ た だ つて 要 
求 さ れ だ 仕様 は 同時 期 の 油 軍 九 試 中 攻 
( 後 の 九 六 陸 攻 ) と は 対称 的 で ある 。 
三菱 キ -19 の 試作 1 号機 は 昭和 11 年 12 
、 中 島 キ -19 は 翌 12 年 3 
だ ち に 比較 審査 が 開始 され だ 。 

三菱 機 は ユン カー ス 式 金属 構造 の 主 
REP A IDNE/ DVIS OHA 
の 組み 合わ せ で 、 洗 銃座 の 射 界 を 広 ご 
と る だ め に 釜 名 の 腹 の よ うな 不 格好 な 
胴体 形状 だ つ だ 。 

ご れ に 対し 、 中 島 機 は 流 線 形 の スマ 
ー ト な 胴体 に 、 斬 新 な 設計 の 銃座 、 爆 
弾倉 の 組み 合わ せ で 近代 的 で あつ だ 。 

諸 性 能 は ほぼ 互角 で あり 、 審 査 は 激 
列 を 極め だ が 、 結 局 、 大 型 機 の 製作 に 
実績 の ある 三菱 機 が 制式 採用 こと なり 、 
その ガ わ り 、 エ ンジ ン は 中 島 製 5 を 
BL, ese, HAAR CEES 
機 の よう に 改修 すけ る と いう 「 政 治 的 決 
着 ,」 と な つ だ 。 し が し 、 ご これ は 両社 に 
不満 を 残す 結果 と な り 、 以 後 陸軍 機 の 


が ソ連 
ば られ て 


一 元 | 


Ie 


ら フ ィ ア ッ ト BR20 ( イ 式 重 爆 ) を 85 
機構 入 し て 実戦 に 使 


し て い だ が 、 性 


隊 が 大 き な 損 害 を 出し だ に も ガ ガ が わら 
De 21 装備 の 60 戦 隊 は 損害 な し と い 
ラ 成 績 で 本 機 の 優秀 さ を 実証 し だ 。 


し が し 、 ま つ だ ぐ 問 題 が な いわ け で 重 糞 撃 機 と いつ て も 陸軍 の 場合 は 、 この 運用 の 大 転換 に 対 遍 すべ こぐ 、 本 
は ぐ 、 防 御 武 装 (と くに 尾部 )、 防 その 主 目標 が 地上 の 飛行 機 、 家 屋 、 人 機 は 度 重なる 航続 力 、 武 装 の 強化 、 性 
の 不備 が 指摘 きれ だ 。 ご れ ら の 馬 、 ト ー チ カ な ど で あ り 、 戦 術 米 撃 機 EE の 向上 化 の 改修 を 受け 、 後 継 機 「 知 
採り 入れ だ キ -21- i 乙 、 内 が 生 の 域 を 出 な いも の で ある 。 そ の 点 ガ ら 竜 , の 出現 後 も 、 な お 陸軍 爆撃 隊 の 代 
まれ る 一 万 、 し だ い に 高 速 化し て い みれ ば 、 キ -21 は 確か 方 針 に 沿 つ 表 格 と し て 、 苦 戦 を 乗り 切 つ て いつ だ 
周 機 に 対処 する だめ 、 エ ンジ ン だ 優秀 機 と いえ る 。 Dez ° 

B=) \-(N(CRRLSBREN し が し 、 実 際 の 戦闘 は 皮肉 に も 本 機 軍用 機 の 成功 は 単に 機体 性 能 の 優劣 
だ キ -21- II が 15 年 12 月 お ら 生産 に の 計画 時 の 構想 と は まる で 反対 の 方向 で 決ま る も の で は な ご 、 そ の 機体 が どい 
三菱 だ け で 19 年 まで に I 型 431 機 、 に すす み 、 搭 和 載 量 、 航 続 距離 、 防 御 武 が に 当面 する 作戦 に 適し だ 性 能 を 有 し 
I 272 機 、 中 島 で 1 型 351 機 の 計 2054 装 な どの 不足 が 欠点 と な つて 釧 呈し て いる ガ が に ガ が ガ つ て いる 。 キ -21 は そう 
大 が 生産 され 、 大 戦中 期 まで 陸軍 重 爆 し まい 、 大 平 洋 戦争 に お いて は 苦戦 を だ 意味 で い ガ に 軍 の 用 兵 加 想 が 大 切 
加 機 の 主力 と し て 活躍 し だ 。 し いら れる こと に な つ だ 。 が を 教え だ 機体 と いえ よう 。 


昭和 8 年 に 制式 採用 され だ 、 三 菱 製 
O 九 三 式 重 爆 | 臣 、 全 金属 网 低 翼 单 莱 式 
cy BACAR Cid NORE CT 
は あつ だ が 、 性 能面 で は 鈍 速 低 性 能 、 
撃 だ れ 強 さ は 評価 され て い だ が 、 全 般 
的 に 時 代 遅 れ と な りつ つ あ つ だ 。 

まだ 、 ゴ ツ ゴ ツ と 角 ば つ だ ゴシック 
建築 の よう な ドイ ツ 流 スタ イル は 、 見 
だ 目 に も 、 一 時 代 前 の 古典 的 デザ イン 
と の 感 を ぬぐえ な が つた だ 。 

四 和 10 年 に 入り 、 よ う や ぐ く 陸 軍 は 九 
後継 機 の 開発 を 決定 し 、 三 菱 
中 島 に 競争 試作 を 内 示 、 翌 11 年 2 月 に 
求 細目 を 指示 し だ 。 

この 昭和 10 年 度 の 、 陸 軍 の 開発 機種 
は 、 重 爆 の ほ ガ 、 戦 闘 機 、 軽 娘 が ふぐ 
まれ 、 い ざれ の 機種 も 、 陸 軍 初 の 本 格 
的 な 競争 試作 シス テム が 採用 され だ 。 

し が し 、 ご の 競争 試作 シス テム は 、 
特に 新 重 爆 の 制式 採用 に 至る いき さ つ 
に お いて 、 不 明朗 な 、 雄 色 の 政治 的 決 
着 と いう 印象 を 号 え だ だ め 、 最 初 に レ 
て 最後 の 試み に 終わ る こと に な つ だ 。 

さて 、 ご の 新 重 爆 の 開発 に 、 三 菱 は 
九 二 重 、 九 三重 を 製作 し 続け て きだ 実 
績 ひら 、 ひ き 続 き 、 ご の 新 重 爆 も 三菱 
の まで 、 と いう 強烈 な 意気 ご み で の ぞ 
ん だ 。 一 方 、 中 島 も これ まで の 小型 機 
部 門 の ほか な に 、 大 型 機 部 門 進 出 へ の 絶 
好 の チャ ンス と ば が ガ り 、 三 菱 を 上 まわ 
る 意気 ご み で 開発 に あ だ つ だ 。 

三菱 の 試作 1 号機 <@) と 2 号機 は 、 
発動 機 も 自社 製 の ハ -6 (海軍 向け 金星 
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ma 


ORGPOIDHR, AVERREBO Hh 
島 で も 生産 し た 。 両 者 を 区 別 する た め 機 体 番 
号 (製造 番号 と は 別 ) を 三菱 機 は 3 桁 番号 、 
中 島 機 に は 1000 番 台 を 与え た 。 写 真 の 機 番 は 
1299 で 中 島 製 。 本 型 は 増加 試作 機 ( 製 番 3 一 
8 号機 ) と ほとん と 同様 の 仕様 だ が 、 飛 行 第 
6 大 隊 で の 戦 
訓 か ら (① 航 続 
力 延長 の た め 
胴体 内 に 補助 
タン ク を 増設 
し 搭載 燃料 を 
1840! か ら 26 
35 8 に 増大 る 


防火 対策 と し て 排気 管 出 口 の 変更 の 2 点 を 改 
修 し 
@ 三 菱 の 試作 第 | 号機 。 発 動機 も 自社 製 の ハ 
-6 を 装備 し て いる 。 外 観 は 中 島 機 に て ら べ て 
カッ コ は 良く な い が 、 個 々 の 設計 ポイ ント 、 
特に 実用 性 に お いて 三菱 機 に 一 日 の 長 が あっ 
た と 思わ れる 
@ 飛 行 中 の 三菱 試作 第 | 号機 。 完成 は 昭和 上 
年 12 月 9 日。 第 2 号機 も 12 月 末 に 完成 し た 。 
@ 日 華 事 変 勤 発 と 同時 に 北 支 へ 出動 し た 飛行 
第 6 大 隊 、 後 の 60 戦 隊 に 配備 され た 起 人 
| 号 机 ( 左 后 方 ) と 2 号機 (右手 前 
の 後 上 方 銃座 は カマ ボコ 型 風 防 に 変更 され て 
いる 。 テ スト も 兼ね て 試作 機 は 実戦 部 隊 に 順 
次 配備 され て いっ た 。 写真 は 昭和 13 年 前 半 、 
場所 は 石 家 荘 と いわ れる 。 


DESIRES iL? Heir 


© ; i 
站 三 和 增加 试 作 机 办 第 | 号 机 ( 製 番 3 号機 ) の 発達 型 ) を 装備 し 、 昭 和 11 年 12 月 に 
詳 計 和 |2 年 10 月 22 日 に 完成 。 本 機 の 完成 を 待つ. ゃ 」 o- 

ず 諸 軍 は 、12 年 9 月 に 三菱 機 を 制式 採用 す 。 完成 し だ 。 


と に 決定 し た 。 

島 の 増加 試作 2 機 中 の | 機 。 写 真 は 同盟 
に 払下げ られ 通信 連絡 機 と し て 使用 さ 
機体 。 新 重 燥 に 賭け る 中 島 の 意気 ご み は 
し の で 勢い で 、 採 用 が 三菱 機 に 決ま っ 
いて ショ ッ ク で ノイ ロー ゼ に な っ た 担 
者 が いた と いう 。 中 島 は ダグ ラス DC-2 
、 研 究 で 近代 機 、 特 に 大 型 機 の テク ノ 
初め て 学び 、 自 社 リ スク て 設計 し た 
試作 中 攻 (LB-2) を 踏 台 に 陸軍 新 重 
争 に の ぞ そん だ 。 中 島 機 は 全体 に す 
一 部 の メカ ニズム で は 三菱 機 を 
アイ デア が 盛 ら れ て いた 。 


万 、 中 島 機 も 自社 製作 - 5 発動 機 を 
付け た 試作 1 号機 昭和 12 年 3 月 に 完 


9 
Al 
a 


の 開閉 方 式 な ども すご ざれ て い だ 。 
反面 、 主 寂 前 縁 に 後退 角 が な ご 、 発 
動機 ナセル の 位置 が 操縦 席 と 同じ 高 さ 


成 、2 号 機 も つづ いて 完成 し た だ た 。@ が 


で あつ だ だ め 、 視 界 不良 と いう 欠点 も 


中 島 機 だ が 、 写 真 は 三菱 人 ハ -6 を 装備 し 


あつ だ 。 し ガ が し 、 中 島 機 に 潜在 し て い 


だ 増加 試作 型 で 民間 に 払下げ られ だ 後 
の 次 で ある 。 し が し 、 外 観 上 は 試作 
号 、2 号 機 と た 大きな 違 い は な い 。 


だ 最大 の 欠陥 は 、 機 体 設計 に 関す る こ 
と で は な ぐ 、 自 社 製 発動 機 ハ -5 に あっ 
た 。 


両社 の 試作 機 の 第 一 印象 は 、 ス マー 


中 島 人 ハ -5 は 十 試 空 冷 600 馬 カカ と と も 


ト な 胴体 の d が 好 感 を 持 だ れ だ 。 


に 、 三 菱 金 星 、 瑞 星 に し リード され だ 複 
列 14 気 筒 発動 機 部 門 を 挽回 する だ め に 
開発 され だ も の だ つた だが 、 海 軍 の 審査 
で は 両方 と も 失格 し だ 発動 機 だ つ だ 。 

その 後 、 中 島 は 十 試 空冷 の 改良 育成 
に 全力 を そそ ぎ 、 保 作 「 栄 」 と し て 大 成 
させ だ が 、 /\-5 は 、 の ちの ちと ん だ ド 
ラプ ブル メー カー と な る いわ ぐつ き の 発 
動機 だ つ だ 。 

万 、 三 菱 機 は 、 ぱ ば つ だ ( 
部 マニ ア の 間 で は “イン シシ ” と いう 
あだ名 で 呼ば れ て いる ) と 、 後 の 九 九 
双 軽 に 似 た ぐ び れ だ 胴体 で 、 ス タイ ル 
は 中 島 機 に ご ら べ 見 栄え は し な が ガ つ だ 
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@I 型 の 胴体 骨格 全体 


re | too deo | am | ass | ass | ass 


| 
er 


ky be Uy be fr fe pp 
可 
| 
| 


四 朋 体 主要 断面 
BSE 


ANE — 


PMN SSE 


IRAE BE USAT AC lt 


中 央 舞 前 桁 位置 


TROP SR A AT A ; 


原付 き 隔壁 


も の の 、 性 能 的 に は 両社 機 と も 甲 つ つ 


ら 号 機 は 、 ラ イ バ ル 中 島 の 試作 機 と と 


けが だ ぐ ご 、 審 査 中 も 、 激 し い ツ バ ぜ り の も に 、 事変 の 動 発 直後 に 北 支 へ 進 
あい を 展開 し た 。 出し て い だ 、 独 立 飛行 第 3 中 隊 (通称 
昭和 12 年 6 月 、 大 勢 は 三菱 機 の 採 島谷 部 隊 ) に 実戦 テス ト の だ め 、 送 ら 


に 傾い だ ころ 、 両 社 に 増加 試作 機 製作 
の 指示 が あたえ られ だ 。 

増 試 機 に お ける 改修 要求 で 注目 され 
る の は 、 発 動機 を 相互 に ライ バル 社 製 
と 交換 装備 する こと と 、 三 菱 機 の 胴体 
を 流 線 形 に 改造 さき せる こと だ つ だ 。 
これ ら の 処置 は 、 中 島 サ イド が ガ ら 見 
ば 、 自 社 の 試作 機 が 。 ライ バル 機 の 
リフ ァ イ ン の だ め の サ ン ブ ル に な つ だ 
格好 に な り 、 三 菱 側 す ら 5 すれ ば 、 信 頼 
性 に 不安 の ある / 5 発動 機 を 押し つけ 
られ だ 形 に な つた 。 
三菱 の 増加 試作 第 1 号機 ⑯) は 昭和 
2 年 10 月 2 日 に 完成 し 、 続 いて 5 機 が 
2 年 度 中 に 完成 し だ 。 

結局 、 三 菱 の 増加 試作 型 の 形態 、 内 
容 が 制式 採用 に な り 、 昭 和 12 年 度 に 九 
ヒ 式 重 爆撃 機 I 型 ( キ -21 1 ) と いう 名 
称 が びあ だ えら れ 、 昭 和 13 年 3 月 に 入 つ 
て が ガ ら 量産 態勢 に 移行 し だ 。 

昭和 12 年 10 月 ご ろ 、 三 菱 の 試作 1 、 
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れ だ 。 


その 後 、11 月 上 旬 に は 、 飛 行 第 6 大 
隊 に 移動 し 、 実 戦 配 備 に つい だ 。 

ご の 時 点 で は 、 す で に 三菱 機 が 制式 
に な つて い だ が 、 現 地 部 隊 で は 、 三 菱 
機 と と も に 中 島 の 試作 機 も 実戦 で 使 


@= Bite | 号 億 の 後方 we Em 


BED <— ( 窓 付き ) を 付け 、 少 し で も 空気 抵抗 
RST ijl thd, 球形 風防 は 銃 架 と 一 緒 
上 目 し 前 方 を 除く か な り 広 い 射 界 を 得 ら れ た 。 
方 銃座 は 試作 2 号機 か ら 偏平 な カマ ポコ 型 
議 め られ た 。 以 後 増加 試作 機 、 量 産 型 へ と この 
イル の 銃座 が 用 いら れ た 。 風 防 は 後半 部 が 前 
ョ スラ イド し 、 後 端 部 は 風 よ け に な る 。 
SOARRATA, I 型 の パリ エー ショ ン は 
初期 の 型 甲 。 武 凌 強 化 の 1 型 乙 
Asie 27| 号 機 、 機 番 2000 番 
" 台 ) . ERRBAOMA, THK 
aye OxmILE E mee es ETB 
Ce 43| 号 機 、 機 番 3000 
生き の 3 種類 が あっ た 
⑱2 機 並ん だ I 型 申 。I 型 で は 発 
動機 が ハ -101、 プ ロペ ラ が 2 段 可 
変節 か ら 定 回 転 に な っ た が 、 住 友 
男 選 トン 式 の 生産 が 間 に あ わ ず 、 日 本 国際 航空 
チェ 式 も 使用 し た 。 両 者 を 区 別 す る た め 「 ハ 」 
機 番 4000 番 台 、「 ラ 」 式 に は 6000 番 台 を 与え 
で は 手前 が 「 ハ 」 式 装備 、 向 う が 「 ラ 」 式 装 
識別 は スピ ナ の 形状 の 違い と 「 ラ 」 式 に は 
ッ ク が な いこ と で ある 


語 た わけ で ある 。 
独 飛 第 3 中 隊 と 第 6 大 隊 
SREB ORRY CHS 
軍隊 に お いて 、 日 華 事 変 
BEC. 5 


3 


= 
9 
の 


第 6 大 隊 は 60 戦 隊 と 96 飛 行 大 隊 に 改編 


思 伍 上 方 久 座 风 防 固 rie スラ イ NM 風防 


シブ: 


三 代行 方向 
PIAA FFL 


は ほ はね上げ 風防 開閉 レバ ベー 


飛行 第 6 大 隊 (昭和 13 年 8 月 1 日 よ 
り の 飛行 第 60 戦 隊 ) は 、 優 先 的 に 新 重 爆 
が 配備 され 、 三 菱 の 増 試 機 、 量 産 機 は 
完成 の つど 現地 に 投入 ( 増 試 6 号機 は 
テス ト 用 に 国内 駐 劉 ) され て いつ だ 。 


画 胴 体 の 設計 と 構造 


前 説 が 少し 長く な つて し まつ だ が 
ご れ ガ ら 三 菱 「 九 七 式 重 爆撃 機 」 の 機 


体 一 般 に つい て 見 て いこ う 。 


BADRBIEOIE 主要 断面 は @ に 

うに 、 構 造 は ダ プ ラス DC-2 を 

考 に し た た セミ モン コッ ク 式 だ つた だ 
Faia SHE lcm COMSL. fa 

四 す み に 特 別 強力 な 縦 染 を 通し て い 

る の が 特徴 で あっ つ だ 。 

外 板 の リ ベッ ト は 、 第 8 円 欄 ま で の 
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Bee as 


機 攻 部 ガ 沈 頭 伺 を 使用 し 、 そ れ よ のり 後 
訪 で は 低 頭 包 を 使 つ て いる 。 


Do 操縦 装置 は ダブ ル で 、 還 
席 は を 右 並列 式 。 左 が 正 操 終 


tet 


BCA, HAMS BOIED, =ERe 
前 桁 よ り 前 方 、 発 動機 ナセル の カウ ル 
ラッ プ よ り 前 方 な ど 、 空 力 的 に 平滑 
性 が 重要 な 部 分 に は 沈 頭 勿 を 、 他 の 部 
分 に は 普通 の 低 頭 久 を 使用 し だ 、 合 理 
的 設計 が な され て い だ 。 

胴体 内 の 各 セ フク ショ ン の 配置 は 、 機 
に 回 転 す る 半球 形 の 前 万 銃座 、 そ の 


席 、 右 が 副 操 終 席 兼 機長 まだ 
は 指揮 官 席 に な つて いる 。 
副 操 縦 席 計器 板 は 、 前 後 の 
通行 の だ め 大 きこ ご 、 ご こり 抜か 
れ て お り 、 座 席 も 前 後に 移動 
で きる 。 左右 操縦 席 は 、 主 穴 
前 緑 より 前 方 に 位置 し 、 下 方 
視界 を 考慮 し て ある 。 


後方 に 爆撃 席 ぜ ある 。 左 の 側壁 に は 提 
線 装置 が 備え つけ られ 、 諸 撃 手 が 操作 


風防 ガラ ス は 、 正 面 の 4 枚 
と 一 操 縦 席 最後 部 の ガラ ス は 


する 。 機 首 下 面 に は 、 上 照準 器用 の 大 ぎ き 
な 開閉 窓 (前 下方 銃座 に も 使用 し た ) 
CIRAEARIBARSLZ dD. 

爆撃 席 後方 の 高い 位置 に 操縦 席 が あ 
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透明 度 の 高い 合せ ガラ ス を 
い 、 他 は プレ キシ ガラ ス を 使 
用 し て いる 。 

風防 の 天井 は 観音 開き に な 


回 この 見 開き ペー ジ に 掲載 し た 
) 写真 は 飛行 第 60 戦 隊 が 作成 し た 
) 極秘 婦 書 「 射 撃 装備 ノ 改 修 実施 
7 ノ 概 況 」 と 「 現 用 器材 二 対 スル 
/ 細部 意見 」 よ り 転 載 し た も の で 

J 機体 は すべ て BERTHS, 
fe ⑳ 機 首 銃座 の アッ プ 。 写真 で ハ 
ッ キ リ わ か る と 思う が 、 銃 眼 の 
位置 を 後方 に 下げ て ある 。 こ の た め 銃 架 も 当 
然 改造 し て ある 。 プ ロダ クシ ョ ン ・ モ デル の 
まま で は 、 機 銃 位置 が 前 すぎ て 、 射 撃 し な が 
ら 風防 を 回 転 させ 敵 機 を 追従 する こと が 困難 

だ っ た た め と 思わ れる 。 

GRRE RAO RRL AME, OR 
に は 「 指 揮 官 展望 窓 」 と いう 名 称 が つい て いて 
開閉 可能 だ っ た 。 写 真 を 良く 見 る と 、 後 方 身 
界 を 少し で も 広げ る た めか 、 窓 枠 を 内 側 に 折 
り ま げ て いる 。 銃 架 な どの 工作 は 漢口 飛行 坦 


O) 整備 中 隊 が 行なっ た も の で 、 こ の 一 操 終 席 令 
| 座 を 増設 し た 機体 は 3 機 だ っ た 。 ク ロー ズ ア 


ッ プ の お か げ で 、7.7mm 旋 回 機銃 や 機体 表面 
の 低 頭 錦 な ど が わか っ て 興味 深い 。 

代 銃 眼 位 置 を 変更 し 、 銃 架 を 改造 し た 状態 を 
示す 写真 。 機 銃 は 外さ れ て いる 。 回 転 風防 は 
第 | 円 橋 の 全 周 に 配置 され た ボー ル ベ ペア リン 
グ で 滑 動 し 、 全 体 が 円 鈴 軸 上 に 回 転 す る よう 
に な っ て いる 。 

人 @ 操 縦 席 付近 の 風防 。 ア ン テ ナ 支柱 基部 や 支 
柱 張 り 線 の と め 方 な ど と が よく わか る 。 側 面 窓 
の 最前 部 は 左右 と も 開閉 式 て ある 。60 戦 隊 の 
所 見 に よる と 本 機 は 全体 に 窓 の 面積 、 数 が 少 
な く 戦 闘 時 に 支障 を きた す と ある 。 


OSFSABTHORTAREZ. Bldr~ ku 
護 放 で 左右 に スラ イド し て 開く 。 こ こ は 搭 乗 
机 の 昇降 ロロ と し て も 使用 され た 。 こ この 銃座 
オリ ジ ナ ル と 違い 、60 戦 隊 で 独自 に 改良 の 


= えら れ て いる 。 移 動 照 星 の 考 案 、 制 限 
詳 垂 の 改良 な ど 、 命 中 精度 の 向上 、 射 界 の 拡 


座 ど が 改善 され て いる 。 
物 記 信 左 徹 の 昇降 ハッ チ の 直前 に 新設 し た 側 
二 送 座 。 補 敵 窓 を 銃 眼 に 利用 し た も の で 、 軍 
BARTER MPR TOM, ROR EHP 
McA AHS HE. “ OMARE tH 
BROSLTI AXP var EF WIA 
MOSRE c eiHkRenk, これが] D 
A 銃 眼 は 左右 2 か 所 に あっ た が 、 機 銃 
SiH, I 型 申 ょ り 、 よ う や く 機 銃 も 
証 生 装備 と な っ た 。 機内 の 塗装 は 「 灰 藍 色 」 
加 疹 黒い 感 じ の 色 だ っ た 。 この 塗料 は 飛行 機 
3 で 、 機 体 表 面 に は 、 そ の 上 
青色 ) を 塗布 し 、 最 後に 上 
) を 塗布 し た 。 各 塗布 ご と 


隊 胡 体 左 米 の 昇降 ハッ チ 。 
MMi '=2>-F, ORE 
MMAXC AL (こう いう 
DRATUIARGATL 
无 内 
衣 い 窓 は 60 戦 隊 で 付け 
も の 。 各 索 敵 窓 の 配 
くわ か る 。 


者 の 昇降 や 、 タ キシ ング 中 の 
の 便 を は お つて いる 。 
後 万 に は 、 主 机 の 中 央 細 が 中 


woe 


に は 、 上 部 に 後 上 方 銃座 が 


ュー ニニ E 


形 風防 と 銃 架 が 旋回 する 方 式 で 、 実 戦 
部 隊 で は 好評 だ つ だ が 、 続 ぐら 号機 以 
降 は ⑳⑯ の 方 式 に 改造 まれ だ 。 し ガ し 
2 型 有 (三菱 通算 1026 号 機 以降 ) から 
は 12 .7m 機 銃 に 強化 さき れる と と も に 、 


し て ある 。 そ の 後方 に 、 後 下 亡 銃 座 が 
ある 。 し が し 、 増 加 試作 機 に お いて 、 
胴体 の 流 線 形 を 優先 させ だ 改造 設計 が 
な され だ だ め 、 試 作 1 、2 号 の よう な 
広い 射 界 は 失わ れ て し まつ だ 。 


び 球 形 旋回 風防 式 に 改造 まれ だ 。 
後 上 廊 銃 座 の 直下 付近 に は 、 米 撃 鑑 


作 1 号機 で は @ の よう な 、 球 


三菱 通算 152 号機 以降 、 つ まり { 型 
より 、 実 戦 部 隊 の 要望 を 取入れ 、 尾 


BAAD ( 小 航空 写真 機 25cm) が 設置 
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ユン カー ス 式 ボー ル ・ ソ ケッ ト 結 合 部 


OPRMCAR 


( 後 上 万 射 手 が 操作 ) と 後部 胴体 左右 
に 側 方 銃座 だ だ し 機銃 は 1 BE) を 増 


付け で 飛行 第 60 戦 隊 が 
作成 し だ 「 利 撃 装備 ン 


設 し だ 。 め に お ける 尾部 形状 は 、 尾 部 
銃 装備 機 の も の で ある 。 ご この 機体 の 胴 


改修 実施 プ 概 況 」 よ り 
転載 し だ も の で 、 同 戦 


体 全 長 は 、 1 型 申 より 30m 短 の く な つっ 
だ 。 
一 ⑳ の 写真 は 、 昭 和 14 年 4 月 30 晶 


隊 が 独自 に 増設 ある い 
は 改良 し だ 名 銃座 の よ 
うす や 、 機 体内 外 の ク 
ロー ズ ア ッ プ で 型 甲 の 細部 を 知る ご 
と が で きる 買 重 な 資料 で ある 。 

爆弾 訪 に 関し て は 、 特 に 試作 1 2 


お ご な つ だ 。@ よ うに 前 後 桁 問 の 上 下 
に は 、 形 を 交互 に 連ね だ よう お な が 深 
い 波 板 を 軟 幅 方 向 に 全 通 させ 、 外 側 に 


号機 で は 地上 高 に 奈 裕 が あり 、 懸 吊 架 
の 位置 が 玉 然 的 に 高く な り 、 爆 弾 の 装 
備 が や りや す ガ が つ だ らし ご 、 地 に は う 
よう な お 姿 替 の 中 島 機 に 対し 得点 を か ぜ ' 
い だ 要 因 の 一 つ で あつ だ よう だ 。 

増 試 以降 の 改造 胴体 で は 、 若 干 地 上 
高 が 減 つ を よう だ が 、 作 業 の し や すき 
は 受け つが ぜ れ だ と いえ る だ ろう 。 


力主 收尾 翼 四 设计 二 构造 
本 機 の 主軸 の 構造 設計 は 、 非 常に 独 

AIBISEOT. WRI. B< TLRS 

波 板材 の 特長 を 最大 限 に 活 し だ 設計 を 


@ 本 機 の 主要 構造 は ユン カー ス て で 有名 な 流 板 
構造 を 応用 、 発 展 さ せ た 独 廊 的 な 設計 で あっ 
た 。 し か し 、 武 凌 強 化 や 航続 力 延 長 に よる 搭 
載 量 の 増大 は 重心 の 後退 、 強 度 の 不足 な どの 
问题 灰 必 然 的 (< 生 上 、 尾 翼 上 上 也 1(- 数 次 四 改 
造 を 受け た 。 
人 め 9 主 異 左 矯 に 付く 速度 計 用 ピトー 管 - この ビ 
トー 管 は 取付 け 基部 に 木製 材料 を 使用 し て い 
た が 、 長 期 の 野外 係留 の 場合 に 
木材 が 変形 し た り 重 裂 が 生じ る 
トラ ブル が 発生 し 、 取 付け が 不 
安定 と な り 、 測 定 精度 が 低下 す 
る な どの 欠点 が あっ た と いう 。 
工 前 縁 に 見 える の は 着陸 灯 て 右 
盤 の 同位 置 に も 付い て いる 。 


板 を 張っ つて 平滑 に し だ 複合 構造 と し 、 


TE RT 


GHANA CRT PRR ORMMREZE, AXE 
Bi. ARR. BOM BRE KEE 
PERT S, PRRLOAMIC RA SBKD 6 OD 
SARS > FCHAI S75 | 基 装 備 さ れ て いる 


は 、 上 下 に 円 管 ビ ー ム を 通し て 
軍 エ プ を 張り 、 ウ エ プ に ステ ィ フ ナー 
| 型 材 ) を 加え 上 下 荷 重 に 面 える 構 
計 こ し た 。 リ ブ は コ ビ 型 材 で N 型 に 構 
l た も の を 前 後 桁 に 鉄 着 し だ 。 
の 主 宮 平面 較 を 見 れ ば わが る が 、 
間 の リブ は 、 内 上 端 結合 部 が ら 外 
まで 、 わ ざ ガ 11 ガ 所 し が な い 。 ご これ 
機 の 波 板 複合 構造 が いか が に 丈夫 
ほる こ で き て いる ガ を 証明 する も の 
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で ある 。 ご の 新 構造 の 採用 は お そ 
ら こ ご 、 本 機 が 世界 最初 で あろ つ 。 
胴体 と 一 体 に な る 中 央 嗣 は 、 上 
下 に 各 7 本 の 円 管 ビー ム を 配 し だ 
コン カー ス 式 構造 と し た 。 

PRRBE ARBORS. 1 
5 シカ ー ヌ が 考案 じ だ 、 ボー ル ・ ソ 
ケッ ト 式 結合 を 採用 し た 。 ご の 廊 式 は 
非常 に すぐ れ だ も の で 、 量 産 で きけ ら 


で な いこ と が 指摘 され て い だ 。 設計 者 
側 は 、 胴 体 を 延長 し て 解決 し よう と し 
だ た が 、 軍 側が その よう な 大 改造 を ゆる 


ござ 、 簡 単に で きる 対策 と し て 、 水 平 


尾 穴 の 増 積 を 機会 を 見 て 実施 し だ 。 
その 最初 が 1 型 る で 、 尾 部 銃 、 側 方 
銃 が 新設 され る だ め だ つ だ 。 し が し 、 
それ で も な お 安定 性 は 十分 で な ご 、 つ 
い に 主 机 フ ラッ ター に よる 空中 分 解 事 


れ な い 若 干 の 誤差 な ども 、 ま つた だ ぐ 関 
係 な ご 確実 に 結合 で き 、 戦 地 で 使用 で 
きる 胴体 、 主 机 で 機体 を 再生 する 場合 
な ど に も まこ と に 都合 が ザ よ が つた だ 。 
本 機 の 主要 に 関し て は 、 設 計 者 を し 
て ドキ ッ と させ られ る トラ ブル が 2 度 
ほど あつ だ 。 


本 機 は 試作 当初 より 、 終 安定 が 十分 


eel 


故 が 起き だ 。 

その 原因 は 、 悪 天候 時 に 、 誤 つて 突 
つこ み 状 態 HEI EIS) に な る 傾 
向 が か あり 、 そ の だ め 、 知 ら ず 知ら ず に 
降下 内 勢 に 入り 、 ど ん どん 増 速 し て し 
まい 、 主 楓 フラ ツタ ー を 発生 し た も の 
だ つ だ 。 

そこ で 、 1 型 内 に お いて 、 全 機 の 便 
履 位 置 を 正常 に する だ め 外 穴 の 後退 角 
(前 縁 ) を 7*30' が ら 410"30 に 増加 させ 
る 大 改造 を 実施 し だ 。 

その 後 、 安 定性 に 関し て は 、 ま すま 
す 9 や お まし ご ぐ な り 、2 型 初 号 機 か ら 再 
EB. KER ASL Cll. 


ui 


人 Q 1 型 申 の プロ フィ ー ル 。 尾 端 が と 
が っ て いる の が 特徴 で ある 。 I 型 の 
に な る と ここ に 後 上 方 射手 が 遠隔 操 
作 す る 7.7mm 機 銃 が 新設 され た 。 

人 TI 型 申 。 ラ チェ ・ プ ロペ ベラ を 装備 
し た 機体 で ある 。TII 型 初 号 機 より 縦 
安定 を な お いっ そう 改善 する た め 1 
型 と に 続き 2 度目 の 水平 尾 環 の 増 積 
を 実施 し た 。 水 平尾 翼 の 幅 と 面積 の 
変遷 を 列記 する と 、1 型 甲 ま で が ペ 幅 
7.0m 、 面積 10.82m 。 1 型 と 内 が | 
幅 7.6m 、 面 積 1|.32m 。 TWA LO 
幅 が 8.4n 、 面 積 13.16m に 増大 し た 。 
WII 型 の 尾部 。 昇 降 能 後 縁 の ライ ン 
が 折れ 線 に な っ て いる の が 特徴 。 ま 
た 尾部 銃 付 近 の よう す も あ る 程度 わ 
か る 。 射 界 は T 型 と で は 上 下 ・ 左 右 
と も 各 I0' だ っ た が 、II 型 で は 上 10" 、 
下 20* 、 左 右 各 15* と 拡大 され た 。 尾 
部 銃 は 真後ろ の に ビタ リ と 付い て くる 
英機 の 追 払 い 程度 で し か な か っ た 。 


まだ 、 フ ラッ ター と いう 主 細 剛性 問 PROSE ale IS 
BONRCLT, ALK Q2WKONR 
外 板 の 板 厚 を 増加 させ だ 。 月 、 立 川 技研 で 、II 型 全 
第 の の トラ ブル は 、 度 重なる 全備 重 3 ける 破 RB CBDIE 


し ンコ 


と ころ 、 荷 重 倍数 4.4 で 中 央 細 桁 が 破 


断 し て し き 


まい 、 予 想 以 上 に 強度 が 不足 


し て いる こと が 判明 し た 。 
中 央 細 の 桁 を 急 き よ 補 強 す る こと に 


則 翼 尾翼 部品 「 チ キ 車 


[= tree 22 正 2 発動 機 
に ラミ 
胴体 「 チ キ 」 車 「 チ 」 車 EU F 3 a 


発動 機 部 品 『 了 チキ 」 車 


| 7 
| 主 桁 ( 箱 型 材 ) 


TT 


第 


ーー 


L. 乳 造 番号 第 582 号機 432 号 机 以 


れ 、 次 の 結果 が で だ 。 の ① も つと も 楽 な 仮 


型 ) 以降 、 円 管 ビ ー ム を 従来 の 
中 日 管 つら SDT 管 に 変更 し だ 。 


定 に よる 破壊 に 至る 推定 飛行 時 間 1330 


増加 し て 、 こ の 問題 も 落着 し た 。 
主 柚 に 付属 する 部 分 と し て 発動 機 ナ 


時 間 。@ 中 間 の 仮定 = 670 時 間 。③ も 


し の し 、 こ の 新 ピ ー ム 管 に 鉄 打 ち を 
語 三 な うと 、 鉄 周辺 お ら 管 に 介 裂 が 発 


つと も 韻 酷 な 仮定 =270 時 間 。 
ご の 結果 と 、 戦 地 で の 消耗 状況 お ら 


紀 る こと が わか が つ だ 。 調査 する と 、 
講 寺 中 の ほとん ど 全 部 の 機体 に 同様 の 
衣 表 が あり 大 問題 と な つた 。 

語 き ょ 大 々 的 な 試験 研究 が お こ な わ 


胴体 部 分 


so 


は 」 


貨車 積込み 要領 
RIL «ERD 


て 、 さ し つが え は な いと 結論 を 下 し 
だ 。 事実 、 こ の 問題 に 起因 する 事故 は 
一 度 も 起こ ら な が つ だ が 、 通 算 652 号 
機 以 降 、 BCSOREECEUREE 


ae Gian 


Fo 


> | | 1 
| | | | 
| i 


セル が ある <〈@ )。 発 動機 は 1 型 内 まで 
ガ 中 島 人 ハ -5、II 型 より 三菱 八 -101 CB 
軍 の 火星 〉 に 換装 し た だ め 、 ナ セル の 
形状 が 異な る 。II 型 の も の は 、 全 体 に 太 
ぐ な りら の 、 形 状 も 流 線 形 に し 、 降 着装 置 は 
完全 に ナセル 内 に 収容 きれ る よう に な 
つ だ 。 

⑳@⑱ に 本 機 を 鉄道 輸送 する 場合 の 1 
yp Oe 1 機 輸送 する の 
C.F TF 5, BBCUT 
「 チ 」2 両 、 計 7 MtaMeMweK L, 
長 95m で ある 。 チ キ 車 は 18t 車 と 19t 
車 で 300 mm 長い) が あつ だ が 、 外 要 積 
載 に は 19t 車 が 適当 だ つた 。 だ だ し 、 
外 柚 に は 発動 機 下 が 付い て いる の で 、 
床板 を は ず す 必要 が あり 、 あ ら ガ が じ め 
「 鉄道 省 」 に 申請 し て 特別 承認 を も ら 
わな けれ ば いけ な が つ だ 。 
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本 機 の 胴体 最大 幅 は 1.5m。 こ れ は あ 
ぐま で 外側 の 幅 で ある か ら 、 内 側 は 、 
だ と えば 円 性 の 部 分 で は 10cm ざ らい 狭 
い は ざ で ある 。 

ご の 幅 に 操縦 席 を 横 に 並べ る わけ だ 
お がら 、 き つぐ は な ぐ と ま 奈 裕 は な いと 
いえ る (9> 

左 が 正 操 縦 席 で 、 上 下 調 節 装 置 付 き 
だ が 、 操 作 は が な り の 不便 だ っ つっ だ 。 ま だ 


> 8 


で きる こと 、 背 当て を 高め る 点 な ど が 要望 され た 。 陸 軍 の 爆撃 機 の 用 兵 思 想 に 
当然 本 機 も その よう に 作ら れ て いな い 。 
戦は 戦略 爆撃 こそ 重 爆 の 使命 で ある こと を 教え た 。 航 続 力 の 延長 は タン ク の 増 
設 で 対応 し た が 、 空 中 勤務 時 間 の 増大 に 対す 人 間 工 学 的 な 改善 は 後手 に まわ っ 


は 長 距 離 進攻 の 概念 は な く 、 


た と いえ 


⑩ 2 人 並 示 と キチ キチ の 操 終 席 。 風 防 枠 中 央 部 に 付い て いる の が エン ジン 点火 
主 ス イッ チ 。 ス イッ チ は 引く と ON、 押 す と OFF だ が 、 搭 乗員 が 動い た と き 体 が 
触れ て OFF に し て し まい 不時着 事故 を 起こ し た 例 が あり 、 改 善 を 求め られ た 


76 


Ol 型 甲 の 初期 生産 機 。 機 首部 Be 


空力 設計 や 構造 設計 は お むろん 一 番 大 切な 
計 も まだ 重要 で ある 。 諸 装備 の 紹介 を か ね 問題 点 を 探る 


体格 に 合 つ を ポジ ショ ン を 得る だめ の 
前 後 調節 装置 は 付い て な かつ だ 。 育 当 
で は り ク ライ ニシ グ 式 。 と いつでも 、 
ちよ つと 疲れ だ がら 横 に な ろう …… を 
いう だ めで は な ご ぐ 、 座 席 に 付 こ と き の 
便 を は が つ だ だ け で ある 。 
右側 は 副 操 縦 席 。「 副 っ こと い つて も モ 、 

ご ご に 座る 人 は 機長 と が 指揮 官 と いつ 


の 索敵 窓 や 照準 窓 の 配置 が よく 
部 隊 の 要望 は さ 
窓 面 積 の 増大 、 つ まり 操縦 
視界 、 索 敵視 界 の 拡大 を 望む 声 
が 強かっ た と いう 。 
@ 正 操縦 席 の 背 当 て を 倒し て 前 
を 見 た も の 。 左 右 の 操縦 ハン ド 
ル の 高 さ の 違い が ハッ キリ わか 
る 。 これ も 実戦 部 隊 で は 評判 が 
悪く 高 さ を 同一 に する こと 、 ま 
た 副 操 縦 席 を より 前 方 まで 移動 


し か し 実 


こと だ が 、 細 部 の 設 


だ 偉い 人 で ある 。 ご の 座席 も な に か と 
不便 だ つ だ 。 ご ここ は 爆撃 席 へ の 通り 抜 
け 口 に 当 だ り 、 計 器 板 は @⑨ の よう に 
な つて いて 、 足元 は 階段 に な つて いる 。 

その せい で 操縦 可 は 「 ぐ 」 の 字 型 で 、 
ハン ドル の 位置 が 高 す ぎ 、 操 終 が やり 
に ぐ ガ が つ だ 。 座席 は 背 当 が 低く すぎ て 
長 時 間 の 空中 勤務 で は 非常 に 疲れ や す 


Ol PROHBRO—-BD, LARS 
目 主 は 600kn/h まで ある 。 右 が 高度 計 で 2 針 
試 . 目盛 は 10000m ま で 。 そ の 上 分 だ 
計 見 える の が 昇降 計 。 左 下方 は 飛行 時 計 。 


\ え 、 本 機 の 中 で は 、 ご の 操縦 


© 型 の 操縦 席 計器 板 


滑 油 圧力 計 ( 複 針 シ / 


油圧 計 
BE 


沿 油 温度 计 ( 复 针 ) 
ノ 吸 太 压力 计 ( 左 ) 


lisse kT 
hat 


燃料 切換 え ス イッ チ 


し オース 」 式 
ーー 喘 房 調節 レバ ー 


脚 作動 弁 


プ ザ ー 押 し ポタ ジ ヽ N、 ラ 


脚 標示 殺 


脚 安全 ロッ ク 標 示 灯 aE 


「 ス 」 式 旋回 調整 弁 へ 、 油 圧 作動 レバ ー 


\ 
seit EBM 


立派 な 座席 で あつ て 、 爆 撃 席 
懇 掛 け 程度 、 後 上 廊 銃 の 射手 席 
だ ただ み 椅 子 、 後 下記 銃座 に いた 
5 て は 椅子 な ご ど な ぐ 、 床 に フエ ルト 
ピッ ント を 敷い て ある だ け だ つた だ 。 
型 申 の 定員 は 4 人 だ つ だ 。 だ が 戦 
和博 府 に 付 こ と 、3 が 所 の 銃座 と 操縦 
4 人 必要 ど ガ ら 、 爆 撃 を 担当 する 人 
賠 グ 足 つ O な こなつ て し まう 。 だ ガ ら 最 
硬 ら 人 必要 だ つ だ は ざ で ある 。 
員 は 、 機 首 内 に 前 万 射 手 兼 通信 
Ao 操縦 は の 人 だ が 、 1 人 は 操縦 


二 
@ 副 操 检 者 座席 10 


间接 照明 灯 


度 计 ay 
航路 指示 器 | 旋回 計 | BRAT 7 清油 压力 和 
; i j t 
同調 計 / iti eat 
吸入 圧力 計 (な だ )N 
條 回 転 詩 NN | Leer き 2 
飛行 時 計 | < 
排 气温 度 计 < ELEY aL 
HMR 8S ン 2 
K 2 Wea at 
0 0 
eS 『 
発動 機 操作 レバ パー 


還 輸 制動 油圧 計 2 SKE 


08 
bate Av F 


オン リー、 も う 1 人 は 機長 で 、 い ざと 
いう 時 は 爆撃 席 へ 下り て 行き 、 爆 撃 手 
を 兼務 する 。 残 の が 後 上 方 と 後 下 方 の 
射手 だ が ガ 、 1 人 は 搭乗 機関 係 を 兼務 し 
だ 。 

LOL, ARISE CHECHRABY 
弱体 ど だ つ た だ め 、 実 戦 部 隊 で は 独自 に 
銃 座 を 増設 し だ だ め 、 実 際 の 定員 は 初 
期 が ガ ら フ 7 人 と いう の が 通例 だ つ だ 。 

@ 正 操縦 席 と 副 操 終 席 の 一 部 。 正 操縦 席 


の 。 介 副 操縦 席 を 最前 
ビン を 防 害 し て し まう 。 


位置 に する と 、 
細部 に お ける 設 


っ た 。 旬 副 操 縦 席 の 前 後 ス ライ ド 操作 レバ ー。 


と ころ が 本 機 で は 、 人 間 の 居場所 が 
前 出 の よう に 5 人 分 し ガ 用 意 さ れ て い 
な い 。 で は 残り の 2 人 は 普段 どこ に い 
だ の だ ろう ガ 。 

要する に 、 適 当 に 場所 を 見 つけ て い 
だ の で ある が 、 S27 SE Ole. cp 
RRICBENISCCED . BE 
着陸 の 時 が 大 変 で 、 何 ガ | レ つ か りつ 
ガ が まつ て な いと 危険 だ つ だ 。 


は 上 下 の 調節 は で きた が 、 前 後 の 移動 装置 は な か 
左 に 見 える ボタ ン は 機内 連絡 用 プ ザ ー の も 
「 脚 安全 銘 」 操 作 レ パー の 「 掛 け 」 位 置 ス トッ パー 
ミス の 一 例 。 


方向 探知 机 受信 机 


Ol ZORRA MRS 


方 向 擦 知 機 用 補助 アン テナー- 
he) it 
張り 線 
引込 み 線 
ンク 一 一 一 一 


TTR 
SS 


} | | 
Ne on AMIS DES Secretar N 
lait a ee re 

@ い ろ い ろ な 装備 OMREFESTEE An 
無線 装置 : 遠 距離 通信 用 に 九 四 式 飛 2 NN 
号 無線 機 、 編 隊 間 連 紹 用 に 九 六 式 飛 3 、 a 
号 無線 機 2 型 、 航 法 用 と し て 「 テ 式 ま \ | | 

に は 飛 1 号 方 向 探知 機 を 装備 し だ 。 デ 月 | | 
式 と いう の は ドイ ツ の テレ フン ケン 社 PAD Ise | 
製 の こと で ある 。 VAD SN Me) | 

九 中 式 飛 2 号 は 爆撃 席 の 左側 右 に 設 ie i _ 誕 ail eit 
置 さ れ 、 ア ン テ ナ は 支柱 と 垂直 尾 細 間 し eo オー | ff att 
に 張ら れ だ 約 10m の ケー ブル アン テ ナ ee = | | 
を 使用 。 ae HW | el | 

九 六 式 飛 3 号 は 副 操 縦 席 右側 と その 3 以 
後方 に 設置 され 、 ケー ブル アン テ ナ は 隊長 機 か が ら 僚機 へ 指 押 信 号 を 送る 装置 。 紫外 線 灯 : 計 盟 の 文字 、 目 忠 、 指 針 に 
大 ナセル と 支柱 先 敵 間 に 張 の 、 引 | 込 み 。 で ある 。 形 状 は 薄型 の 弁当 箱 の よう な [SRO SN TSA, IR 
線 は 支柱 先端 か ら 妥 人 栖 上 面 古 より の の 第 BOT MAT B BIOBSNT E4YTSE. LDS SHOAIB, 

1 円 直後 へ 至る 。 お り 、 内 部 に は 同色 の 電球 が 4 個 ず つ 夜間 飛行 中 に 本 灯 を 点灯 する と 、 目 
方向 探知 机 全 副 操 继 席 和 后方 二 爆 而 席 ” 入 つ て いて 、 修 問 の 場合 点滅 させ て 信 の 前 に こつ 然 と 満天 の 星座 が 現われ だ 


に 設置 され 、 ル ー プ アン テ ナ は 胴体 上 
面 第 10-11 円 筐 間 に 、 補 助 ア ン テ ナ は 
アン テ ナ 支 柱 内 を 通 つ て いる 。 操作 器 
と ルー プア ン テ ナ 回 転 器 は 、 第 6 一 / 
FERIOGIRUBE OGRE BURNT 
絶 階段 付近 ) に ある 。 

以上 の 機器 の 設置 場所 は II 型 の 場合 


号 を 送る 。 

前 後 の 色 別 配置 は あの 通り だ が ガ 、 上 
が ら 見 る と 、 中 央 の 黄色 が 中 心 線上 に 
あり の 、 赤 色 は 左 よ り 、 青 色 は 右 よ り に 
位置 し て いる 。 


起 倒 操 作 器 は 正 操 終 席 左 後部 に あり 、 


よう に 美 し ひ けつ だ と いう 。 

標識 灯 : いわ ゆめ る 回 端 灯 で 、 左 細 が 赤 
Gy, GRABS. 

尾灯 : 白色 灯 で 1 型 申 で は テー ルコ 
ン の 尾 端 に つい て いる が 、 尾 部 銃座 を 
装備 し だ I 型 乙 以降 の 位置 は 太く な つ 


it 


点滅 操作 ボタ ン は 正 操 終 席 と 爆撃 席 に 


BC. 1 型 で 不都合 だ つ だ 点 が 改善 さ 
れ て いる 。 

性 能面 で は 、 台 機器 の 出力 、 到 達 距 
離 な ど が 長 距 離 進行 時 に は や や 能力 不 
足 で 、 改 善 を 望む 声 が 多 が かつ だ 。 
编队 指挥 信号 灯 装 置 : ご の 装置 は 、 昼 
夜間 の 編隊 行動 や 編隊 爆撃 の こき 、 編 


人 副 操縦 席 後 部 の よう す 。「 指 揮 官 展望 窓 」 の 下 
に は 、 ド イツ 、 テ レフ ン ケ ン 社 製 の 「 テ 」 式 方 向 探 
知 機 の 操作 器 が 見 える 。 そ の 左 は ルー プア ン テ ナ 
の 回 転 操作 ハン ドル 。 写 真 は 型 申 の も の で II 型 
で は 設置 場所 が 変更 され て いる 。 

人 @ 正 操縦 席 後部 の よう す 。 側 方 前 部 窓 ガ ラス が 開 
けら れ 後 へ 移動 し て いる の が わか る 。 雑 物入れ の 
右 に マル ベリ ー 燃 料 注射 器 と 円 杉 を は さん で 右 に 
切換 え コ ッ ク が 見 える 。 エ ンジ ン 始 動 時 の 操作 器 
が こん な 所 に ある の も 設計 不良 の 一 例 で ある 。 
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あつ だ 。 


LA 


だ テー ルコ ー ン の 上 端 に 移 つ だ 。 
警 灯 : 胴体 上 面 に ある 赤色 灯 で 夜間 編 


⑮ 紫 外線 灯 


後面 スイ ッ チ 箱 


FASE GT 
SQ 
ZE 


丸 型 紫外 線 灯 


信号 灯 ( 赤 ) 
異端 灯 ( 赤 ) 


灯 : 左右 主要 上 面 书 3 个 本 了 而 
ORBRIIESAILISS. Blt 
cEal<, ZR, GROR 

BlCHS SBA \— ABR 
DRIES ARID) IBSNTH So 
灯 : ZOKPRER RICH. @ 
BRMIOCEHEERARLY 
、 編 隊 飛 行 を 容易 に する 白色 灯 。 

/AGERARILOO, RAS 
よび 地上 誘導 に 使用 する 。 光 東 は 
で 所 定 の 方 向 に 調節 で きる 。 左 旨 


ee 


recs) MPRA) 人 6 各 条 器 装備 配置 図 


地上 に 信号 を 送る と き 使用 する 。 
写真 装置 : 爆撃 効果 の 判定 に 使用 


真 機 」 ガ 「 小 航空 写真 機 25cm)」 
備 で き 、 胴 体 後部 の 第 20-21 円 


平行 で 、3 点 静止 時 、 前 方 


する 


持 別 装備 。 カ メラ は 「 九 六 式 小 航 空 写 


を 装 


EID 
床下 に 、 開 義 式 窓 と 垂直 撮影 用 マウ ン 
ト が ある 。 そ の ほぼ が ガ 、 後 上 方 銃座 、 側 


方 銃 眼 、 後 下方 銃座 お ら も 斜め 撮影 な 


ど ご を お こなつ だ 。 
照明 弾 投下 装置 : 胴体 後部 左側 に 
Oxt/J \BUIRBSSHZ 5 AL BABAD' 


O8BEASRBR 
ハネ 上 げ 床 板 


バー 式 に 保持 する 


第 20 四 框 装置 が 2 個 設置 さ 


me | て ili 小 航 空 写真 機 (25em) 
局 1 


、 九 
ボル 
投下 
NT 


いて 、 弁 函 で 含 流す る 。 —HOSIb 
は 春 函 に 至る 前 に 排気 管内 を 通 加 し て 
外気 は 加熱 され て 来る 。 弁 函 内 で 冷気 
と 暖気 を 混合 、 調 節 し て 機内 へ 送る 。 
ヌ フ ヌ ク と あつ だ ガー い 思 い が で き 
る の は 爆撃 手 と 2 人 の 操縦 者 だ け 。 
な お 、II 型 の マニ コア クル に は 、 ご の 
装置 に つい て の 記載 は な い 。 
機 上 連絡 装置 : 伝 声 営 と ブザー の 2 種 
が あり 、 伝 声 管 は 爆撃 手 と 正 操 終 者 と 
の 連絡 の み に 使用 。 ブ ザー は 爆撃 席 、 
操縦 席 、 後 上 方 銃 座 に 押 ボ タン と と も 
に ある 。 他 に 前 方 お よび 左右 側 方 銃座 


Inorg | いる 。 投 下 鍋 は 胴体 第 "ご は 押 ボ タン の み が あ る 。 
コ | 28 一 29 由 框 二 第 29~-30 酸素 吸入 装置 : ⑩ の よう に 台 計 14 本 の 
HERO REICH), ボン ベ で 7 人 に 酸素 吸入 が で きる 。 
中 IN よ り 左 より に 位置 し お し 、60 戦 隊 で は ボン ベ の 爆発 事 
\ し 、 操 締 語 の ハン ドル 改 ガ 起き て 以来 、 酸 素 の 使用 を や めで て 
操作 で 回 転 さ せ 、6 本 し まつ だ 。 
の 位置 、 つ まり 投下 稀 乗 員 達 は 皆 、 高 度 5700m を 無 酸素 
革 析 | ユル に 合せ 投 弾 する 。 で 3 時 間 以 上 も 編隊 行動 で きる ほど 鍛 


暖房 装置 : 左 発 動機 内 


えら れ だ 人 達 で 「 酸 欠 な ら エ ンジ ン よ 


WEMPA> be | の 気筒 問 が ら 、2 つ の の 俺 の 肺 の ほう が よ つ ぽ ど 強 い 」 と い 
細い ダフ ト ガ 開口 し て うう 自信 を 持つ て いた そう だ 。 
灯 : 操縦 席 真 下 付近 の 胴体 下面 に 
の 、 夜 間 飛 行 中 に 地上 へ 簡単 信号 @ 酸 素 吸 入 装 置 yaya, EE UAE 
まる 示 色 灯 。 \ : 側 方 銃 手 用 REPRE 
移动 灯 : 夜間 飛行 時 、 ま だ は 点検 eae Ze 
の 人 の 作業 の 場合 使用 する 。 機 内 JT ete ee LVL 
ガ 所 に 設 i aaa 2 fel? | 1 し 
所 に 設置 し て ある 。 [可 | = ee TLL 
灯 : 室内 と いつ て も 、 本 灯 は 爆弾 eee arieem | | | | コリ 


内 の 照明 灯 で 、 弾 診 の 天井 に 、 前 後 
詞 | 何 ず つ あ り 、 夜 間 の 爆弾 懸 吊 作 業 
点 栓 に 使用 する 。 

Blatt: : ピス トル ブリ ッ プ の ハン 
ビラ イト で 、 点 減 で 夜間 に 、 編 隊 間 や 


前 方 銃 手 用 


堅実 設計 に よる 操縦 系 統 は 軽 合 金管 を 多用 し 狂い が 少な ご 
操縦 性 は 縦 安 定 に 難 が ある と いわ れ な が ら も 好評 だ つ だ …… 
== RHUBIA. FOR, SSHRO, DT— 
= ペダ ル の 位置 も 前 後 し て いる の が 特徴 
本 機 の 操縦 装置 は 複 操縦 式 で 九 五 式 。 と いえ る 。 

自動 操縦 装置 を 装備 する 。 各 操縦 樽 の 操 終 系 統 の パー ツ は 、 一 部 に ハイ テ 
枢 博 部 や 連結 棟 の 結合 部 に は 球 軸受 け ンション ・ ス ティ ー ル の 丸 型 張り 線 を 
を 使用 レ し て 、 名 連結 部 の 摩擦 と 遊 隙 を 使用 し て いる 以外 、 軽 合金 の 横 醒 、 連 
小さ こし 、 ガ つ 軽 快 な 操作 を 得 ら れる 千 近 を 使用 し て いる 。 
よう 考慮 きれ て いる 。 @ の ② は II 型 の 系 統 図 で 、 I 型 と 異 る 
名 操縦 系 統 は 色分け し 、 識 別 を 容易 。 部 分 は 、 昇 降 能 系 統 中 パー ツ 番 号 8 の 
に し レ 、 パ ー ツ ご と に 標識 番号 を 付け て 部 分 が 1 型 で は 、 丸 型 張り 線 の ゲ ヅ ブ ル 
ある 。 色 分 け は 、 補 助 細 操 縦 系 統 三 着 "で あつ だ ご と 、 亡 向 朋 系 統 で 17 の 連結 

GAL. SRICRMRM-BE DO 杏 が 1 型 で は な な っ つっ だ こと で ある 。 
能 操縦 系 統 = 白 色 と 黒 色 の 楽 分 け 、 と HEN BRL TTAB BR CE PITS ADR 
な つて いる 。 に 2 分 きれ 、 フ リー ズ 型 つり 合 面 を 持 
@© に 示す よう に 、 正 副 操縦 装置 の 。 つ 。 構 造 は 、 金 属 骨組 に 上 下面 と も 主 


np 


前 下方 の 爆撃 席 か ら 通 路 越し に 撮影 し た 操 
縦 席 。 向 か っ て 左 の 副 操縦 席 の 独 得 な か た ち 
の 操縦 宮 が 注意 を ひく 。 レ ンズ の 遠近 感 の 誇 
張 を 割引 いて も 、 い か に も 操縦 が や り に くそ 
うに 見 える 。 

@」 型 (ある い は 1 PAM?) を 中 心 と す 
る 大 編隊 。 横 か ら 撮 影 し て いる た め わ か り に 
くい が 、 編 隊 単 位 は 4 機 に 
よる ダイ ヤ モ ン ド ・ フ ォ ー 
メイ ショ ン で ある 。 こ の 編 
成 は 60 戦 隊 が 戦 訓 に 基き 最 
初 に 考案 し た も の で 、 各 機 の 
間隔 も 0 機長 0 機 幅 と 濃密 
に し 、 従 来 の 隊形 より 強力 
な 防御 火 網 を 構成 する こと 
が で きた 。 


FUNNY) ae ( 高 張 力 鋼 線 ) 


FL eae 
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x “ 


| ay i 
Sw xt. 行なう 。 当然 、 昇 降 能 も 拡大 され だ 。 そ れ め 
課 多 所 は 上 下 と も 23* だ が 、 内 外 の 補 方 向 朋 は 昇降 能 と 同一 の 構造 で 、 操 " え 、 操 肥 力 も 重 こ な る と 予想 され だ の 
の 能 角 を 同一 に する だ め 、 パ ー ツ 能 凡 は 左右 と も 30"。 後 縁 下 詞 に つり 合 _ だ が 、 実 際 に は 以前 の も の と まつ だ ご 
23 と 28 の ベル クラ ンク が 同一 位置 _ い タ ブ を 持つ 。 と いつ て よい ほど 変り が な ガ つ だ 。 

る よう 連結 醒 を 調整 する こと が 大 朋 角 の 調節 は 、 ラ ダー ペダ ル 後 方 の 普通 な らち 、 ご これ で まこ と に 結構 と あ 
=e. ERIE CFM MIC HST SBD = いな る は ず だ が 、 パ イロ ツ ト ガ ら 「 能 
詩 凌 能 は 左右 別々 に 作ら れ 、 昇 降 能 長 さ を 調節 する 。 が 軽 す ぎ て だ より な い 」 と フク フレーム が 
奏 連 結 し 一 体 化 する 。 昇降 朋 の 操 終 系 統 に は 、 II 型 初 号機 付い だ 。 
Miss. BH. AB WESED 。 より スプ リン グ ガ が 入れ られ だ 。 ENC, MBCA, REBT 
= に 汐 布 張り 。 外 方 の 前 縁 に 突 と いう と 、 操 能力 の 軽減 対策 が ガ 、 と る だ め に スプ リン グ を 入れ る こと に な 
型 マ スパ ラン ス を 有 し 、 後 緑 内 方 。 思う が 、 こ れ は まつ だ く ぐ 正 反対 の 意図 。 "つた だ 。 し が ガ が し 、 本 機 の 場合 は 、 軽 すぎ 
の 合い タブ が 付い て いる 。 で 取付 けら れ た だ も の で ある 。 だ こと が 操縦 性 能 上 の 欠陥 と いう こと 
MPS £7530". 下方 20'* で 、 AO I 型 で は タテ 安定 を 改善 で は な ご ぐ 、 慣 れ の 問題 で あっ つっ だ こと が 
SRS PROBBRCAHMICC _ する だ め 、1 型 乙 に 続き 再 ら 、 や が て 、 ス プリ ング 装置 は 廃止 さ 
江 し て いる 連結 杏 の 長 さ を 調節 し て 度 、 水 平尾 柚 を 増大 し た 。 れ だ た と いう 。 

操縦 席 の 座席 に 関し て は 前 項 で 
すでに 触れ られ て いる が 、 こ こ で 
い ぐ つづ ガ が 付け 加え て お こう 。 
正 操縦 席 は 、 九 二 式 1 号 落下 人 
を クッ ショ ン が わり に 、 腰 の 下 に 
置け る よう に な つて いる 。 

高き は 25mm ず つ 4 段 階 、100m 
の 調節 可能 。 操 作 は 座席 の 前 後に 
ある し レバー を 同時 に 中 央 に 移動 さ 
せる と ロッ ク を 外せ 、 レ バー を そ 
の まま の 状態 に し て お いて 、 座 席 
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方 向 能 


許 者 ラ タ ー ペ タル 


装置 付き 連結 禁 
ラダ ー ペ ダル 


丸 型 張 り 線 ( 高 張力 鋼 線 ) 


方 向 能 操縦 系 統 


ORFRERTPOUNR, AERR I 2 度 
目 の 増 積 が 行なわ れ 、 昇 降 角 後 縁 の ライ ン は 
折れ 線 に な っ て いる の が 特徴 。 尾 部 か ら 出 て 
いる 小型 の 吹き 流し は 訓練 時 の 識別 用 。 


つ だ ぐ 同 一 で ある 。 


バラ ンス タブ の 機構 は 、⑥⑯ ロ の R と 
ら を 結ぶ プッ シュ ユ ・ プ ル ロ ッ ド 


re 


て タプ を 運動 きせ る も の で ある 。 ハ 
は 、 操 作 杏 を 中 正 より 前 方 に 引い だ と 
き の タ ブ の 動き を 示し て いる 。 飛行 中 


を 任意 の 位置 に 合せ 、 レ バー を は な す 
と その 位置 で ロッ フ で きる 。 

し ガ が し 、 ご の 操作 は や のり に ぐ ぐ 、 不 
だ と いう 。 
終 者 用 の ラダ ー ベ ダル は 、 中 正 


評 


で ある 。 能 角 の 9 と タプ ) 
RR の ヒン ジ 中 心 が ら の 
垂直 方 向 の 偏心 量 、 つ 
まり 長 さ と タブ 腕 r の 
長 さ の 比 で 決ま る 。 


位置 より 前 後 各 30mm ず つの 調節 が び で き 
だ が 、 座 席 の 方 は 前 後 位置 の 調節 装置 
は な が つ だ 。 

副 操 縦 席 は 逆 に 上 下 装 置 は な い が 、 
前 後 移 動 装置 が ある 。 調節 距離 は 185 
mm (30mm2 段 +125m 1 段 )。 


品 つ り 合い 修正 タプ ……… 


FRAC CH ORCICIA, MROBH(C 
と も な い 自 動 的 に 作動 し 、 操 能 反 動 を 
軽減 する バラ ンス タプ と 、 操 終 者 の 操 
作 に より 操 能 反動 を 平衡 させ る トリ ム 
タブ の 2 機構 を 兼備 する タブ が つい て 
いる 。 昇降 能 と 方 向 角 の タプ 機構 は き 


タブ プ と 能 の 関係 
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R の 長 さ は 調節 で き 
a の を 1 ンプ 4-1 プ 1 ま 
で 調節 で きる 。 I 型 で 
は 1/3 が 正規 で あつ だ 
が 、TI 型 で は 1 プ 2 と ダ 
プ ブ の 運動 量 を 大 きぐ と 
る よう に な つ だ 。 

操縦 者 が 操作 する ト 
リム タブ の 機構 は 、⑲ 
@ お よび イロ ハ に 示 
す よ うに 、 操 終 席 の 操 
作 ハ ンド ル を 回 し 、@ 
の ドラ ハム を 回 転 さ せ 、 
PEP AAI CHL 


イ 能 ・ タ ブ と も 中 正 の 場合 
ヒン ジ 偏 心 量 R タブ 横 杏 半径 r 


O 操 能 に よる バラ ンス タブ と 能 の 関係 


Q の 関係 は 、 


に この 状態 に すれ ば 、 能 は 自動 的 に @ 


@ タ ブ 操 作 装 置 
方 向 能 タブ 角度 指 

| 計器 板 補助 灯 ( 

| 显 降 能 夕 了 角度 指示 器 


第 9 円 


\ 第 8 四 框 
Ys 


具 降 能 タプ 操作 ハン ドル ) 
方 向 能 タプ 操作 ハン ドル 


9 ツブ 作動 部 


ドラ ム 


二 。 トリ ムタ ブ 操 作 に よる 能 の 動き 


上 弄 甲 の 編隊 飛行 。 I 型 は 発動 機 の 性 能 の 
で 舞 隊 行動 が と れる 高度 は 5000m を ちょ 

ピ き えろ る 程度 だ っ た が 、 戦 況 が 深刻 に な る 

2 れ 高 々 度 編 隊 飛 行 の 必要 性 が 高まっ た 。 


よう に な る 。 


ま ざ エ ピ ソ ー ド を 一 つ 。 本 機 の 設計 
SMD. RESO VRAIS, AB 
85 「 今 度 、 中 島 ガ 開発 し た フラ ッ プ 
非常 に すばらし い ガ ら 、 キ -21 で も 使 
Rm みだら どう が 」 と すす め ら れ だ ご 
否め あつ だ そう だ 。 

計 つ そ ぐ ご 中 島 に 出向 いて 、 考 案 者 み 
l 有 の 説 明 を 受け だ 。 

計 の フラ ッ プ は 、 後 に 有名 に な つた だ 
間近 型 フ ラッ プ 」 で あり 、 考 案 者 は も 
SSA) | |RAREI CHS. 

庄 局 、 本 機 の 場合 、 ス プッ ト フ ラ 
還 因 で 性 能 的 に 十分 と いつ こと で 、 使 
有紀 じまい に な つ だ が ……。 
ラッ プ は 油圧 操作 で 、 起 動 器 は 左 
1 8 ずつ あ る が 、 左 右 同 調 の だ め 
交 二 カル リン ク で 連結 し て いる 。 
BARES COC. コッ クワ ピ ッ ト の 指 
皿 へ の 伝達 は 、 左 右 起動 器 の 中 間 に 
史 バ ベル フラ ンク と 指示 器 の 間 を 、 フ 
FLT IL ・ チ コー ブ 内 の 特殊 鍋 索 で 
カニ カル 方 式 で ある 。 

庄 用 制限 は 、200km/h 以下 で 操作 開 
呈 る こと 、 主 開 時 は 170km/h 以 下 で 
連 ここ と など で ある 。 

ラップ は 離陸 時 に も 、15…-20* の 開 
謀 使 用 する こと で 、 離 陸 距 離 を 短縮 


呈 る 場合 に も 使わ れ だ 。 
SPB MBL EACH, THEN LAK 
Bon 777 FORM PBA Cbs 
加計 責 重 な 写 真 と いえ る 。 フ ラッ プ の 肉 抜き 穴 付 


国語 等 板 は マニ ュ ア ル 中 の 図 に は 描か われ て な い 。 


ODS TERR 


a | 左右 連動 樺 
操作 支柱 


ベル クラ ンク 


フラ ッ プ 
操作 支柱 取付 け 台 


フラ ッ プ 油圧 起動 器 


© 基本 デザ イシ 
本 機 の 主 脚 は 一 見 し て ダグ ラス DC 
-2 の コピ ー だ と わ ガ る 〈@@〉。 
制式 を 競 つ だ 中島 キ -19 も 同様 で あ 
つた (中島 の 場合 は DO-2 を 生産 し 多 こ 
の ン ウ ハウ を 学ん だ の だ か ガ ら 当然 だ ろ 


DC-2 の 原型 に あめ た る DC-1 〈1 機 


過 結 機 付き 


内 に 引込 な シス テム を 実用 化し た 、 も 
つと も 早い 時 期 の 機体 で 、 他 に 与え だ 
影響 は 大 きか つ だ と 思わ れる 。 

七重 爆 の 場合 、 脚 本体 の 構造 は 1 
型 と II 型 は 基本 的 に 変化 は な く <(@)、 
だ だ 一 部 の 寸法 が 変 つ た 点 と 、 重 量 増 
大 に と も な い II 型 で は 強度 を 高め て あ 
る ご こと が 異な る 点 で ある 。 


主 脚 は 油圧 作動 の 前 方 引込 み 式 で 、 


の み 製 作 ) は 、 双 発 機 で 主 脚 を ナセル 


尾 輌 は 窟 H 


Es 


Set, ERMOKLVRIt 
ies 手动 了 


ンジ ン 、 可 変 ピ ッ チ プ | 
装置 の 装備 に 加え て 、 引 込み 式 降 着装 置 も 、 本 機 が 日 
本 陸軍 機 の ト ツ プ を 切 つて 採用 し た 新 機構 だ つ だ …… 


動 操縦 


NR 


5.3m。 
SEMIS. 1 型 で は 半 引 込み 状態 で 固 
定 さ れる が 、 TI 型 で は ナセル 内 に 完 
引込 み 式 に な つ だ 。 

ナセル 内 引込 み 式 の 場合 に は 、 前 亡 
引込 み 式 と 後方 引込 み 式 の 2 つの 方 式 
が 考え られ る 。 

収容 スペ ー ス の 点 で 考え れ ば 、 後 方 
引込 み 式 の ほう が ナセル 後部 の 空 容積 
を 使え る がら 、 有 利 で ある こと は すぐ 


ッ プ ロッ ク 解 除 レバ ー 


手動 引下げ 操 


f 


@ キ -21 の 主 肢 


ラッ プ の 油圧 系 統 に は 、 速 度 が 大 きく 過剰 風圧 で 油圧 が 30K 


cW に 達 っ する と 自動 的 に 流 路 が 切 


計っ て フラ ッ プ 上 げに な る 損傷 防止 の 安全 装置 が 組み こま れ て いる 。 
和 @ お 方 引込 み 式 の 主 脚 は 、 脚 機構 の 故障 や 不時着 に 備え 、 車 輪 を 半 引 込み 式 と し た 。 


けり る 。 そ れ に こら べ 、 前 訪 引 込み 式 
GB. PONE, BOLO, MAINE 
デビ が ガザ ある ガ が ら 、 ス ペー ス を 作る の に 特 
詞 の 者 慮 が 必要 と な る 。 だ い が い の 場 
騙 、 前 桁 と 動力 由 装 の 間 を あけ て そこ 
ビ 吾 幸 を 入れ る の ガ が 普通 で 、 こ の ま の 
訪 式 を 採用 し た 機体 は 、 主 要 前 緑 よ り 
テ セ ル が 長 ぐ 突出 し て いる も の が 多い 
を いえ る 。 

さて 、 本 機 は な ぜ 前 方 引込 み 式 を 採 


アッ プロ ッ ク ・ フ ッ ク 


脚 引上げ 油圧 起動 器 


用 し だ の だ ろう が 。 お ぼ 本 に し だ DC 
-2 が そう だ つ だ お ら 、 と いう の で は 正 
し い 答 え に な ら な い 。 

前 方 引込 み 式 で は 、 引 | 込ん だ 車輌 が 
機体 重心 の 前 方 に ご こる 。 そ の 車輌 を 、 
半 引 込み 位置 で 固定 させ て お け ば 、 万 
ーー、 引 下げ 機構 の 故障 で 胴体 着陸 し て 
も 機体 の 損傷 は 最小 限 で すむ 、 と いう 
の が 正解 で ある 。 

本 機 の 主 周 は 以上 の 点 と 、 構 造 ・ 機 


Ol 型 と II 型 の 主 肢 


sag アッ プロ ッ ク 油 圧 起動 器 
I go 


\ 
飞行 中 


1000X360 高 压制 动车 输 


/ 
地上 静止 


構 の すぐ れ て いる 点 で DC-2 の 脚 を 参 
考 に し だ の で あつ だ 。 


@ 主 脚 の 構造 と 機構 ……… 


1 型 の 主 脚 : 脚 柱 は 、 前 方 脚 柱 と 後記 
脚 柱 で 構成 され 、 前 方 脚 相 は 、 上 部 と 
下部 (オレ オ 脚 柱 ) に 分 お れ 、 ボ ルト 
で 結合 され 、 引 上 げ の と き は 折り だ だ 
まれ る 。 

下部 オレ オ 肢 柱 は 左右 の 本 で 、 空 気 
圧 と 油圧 を 併用 し 、 左 右 の 内 圧 を 連結 
パイ プ (内 圧 平衡 導管 ) に より バラ ン 
ス さ せる 。 上 部 脚 柱 は 特殊 鋼管 の 溶接 


脚 引 上 げ 油 圧 起動 器 


前 方 上 部 脚 相 


人 
後肢 


BE 


飛行 中 980X350 高 圧 制動 車輪 


脚下 げ 時 脚 引上げ 指示 器 


@ 引 上 げ 装 置 


脚 引上げ 用 指示 装置 2 栋 开 闭 器 


ナセル 上 面 


げ 位 置 、 下 げ 位 置 の 「 脚 安全 釣 装 置 」 
つま り の アップ ロッ ク 、 ダ ウン ロッ ク の 
フッ ク の 着脱 も 油圧 に よる 。 


1 || 編 荷 重 に 面 
える と 同時 | に 、 引上げ 
用 の 腕 こ し | て 働 。 

和 后方 脚 柱 全 | 鋼管 製 で 
部 は フォ ー ク AN 状 に な り 、 
オレ オ 脚 柱 下部 | と 結合 し 、 
上 端 は 主 糞 後 桁 "1 | ガ ら 突き 出 
だ 取付 け 用 金具 と ~ EL, Sl 


上 げ 、 引 下げ の 回 転 中 心 に な る 。 
車輌 は 990 x350mm の 高圧 制動 車輌 で 
両面 に ビ プ レーキ が ある 。 ブ レー キ は 圧 
編 空気 を 使用 (発動 機 直 結 空気 ポン プ 
に より の 空気 タン フク に 殖 圧 ) する 方 式 で 
ある 。 

プレ ー キ ング を で きる の は 正 操 終 者 
だ け で 、 操 縦 ハ ンド ル に ある レバ ー を 
操作 する と 、 ラ ダー ペダ ル 中 正 の と き 
は 両輪 同時 制動 。 左 右 ど ちら か の ペダ 
ル を 踏め ば 、 踏 ん だ 方 の 車輌 の み 制 動 
され 、 方 向 能 も 手 伝 つ て 地上 旋回 が で 
きる 。 

脚 の 上 げ 下 げ 作 動 は 油圧 起動 で 、 上 
SO 


由 


ダウ ン ロ ッ ク は 油圧 起動 で ロッ フレ 
て が ら 、 さ ら に ま 動 機械 式 操作 の フツ 
ク を 掛け る 、2 重 安全 方式 に な つて い 
る 。 ご の ぼ 動 ロッ ツク 操 作 レ バー は 副 操 


~ 


eg = 
縦 席 右 側 に あり 、 レ バー を 「 掛 」 位 置 に 
し て 、 ス トッ パー ピン を 挿入 固定 し 、 
万 全 を 期す る 。 

アッ プロ ッ ク フク 部 に は 、 油 圧 系 統 の 改 
障 に そなえ 、 手 動 に よる ロッ ツン 解除 装 
置 が びあ め り 、 万 一 の 場合 は 、 脚 の 自重 と 
風圧 に より 引下げ る 。 

イン ジ ケ ー タ ー 類 と し て 、 ⑦ 赤 、 青 
の 指示 灯 。 上 げ 下 げ 位 置 で ロッ ク 状 態 
時 は 青 灯 点灯 。 ロック が 外れ て いる 状 
本 機 の ナセル は 防火 壁 と 前 桁 の 間 に 車 輸 を 
入れ る 都合 上 、 主 翼 前 縁 よ り 先 が 長め に な っ 
て いる 。 手前 の 機 番 120 号機 は 本 家 三 菱 製 の 
I 型 甲 ( 3 桁 の 機 番 )、 と な り の |022 号 機 は 中 
島 製 の 1 型 甲 ( 機 番 |1000 番 台 ) で ある 。 
O11 型 の 主 脚 部 分 。 前 方 下部 脚 柱 は 左右 と も 
オレ オ 式 で 、 上 部 の 横 に 渡し た パイ プ で つ な 
が っ て お り 、 左 右 の 内 庄 を 平衡 きせ て いる 。 


1 型 の プレ ー キ 作動 は 圧縮 空気 を 使用 し て い 
た が 、T 型 で は 油圧 に 変更 され た 。 


@ 型 か ら 発動 機 が 直径 の 大 きい ハ -101 に な っ た 
還 休 で ナセル も 太く な っ た が 、 形 は 流 線 形 化 さ れ 
車輪 も 完全 引込 み 式 に な っ た 。 な お 、 写 真 の I 型 
は ラチ エ の 電動 式 定 回 転 プ ロペ ベラ 装備 機 で ある 。 
= (作動 中 も 含む ) は 赤 灯 点灯 。 ⑧ 脚 
が ガウン ロ ッ ク き れる と 、 ナ セル 上 面 
ガ ら 白色 の 指示 器 が 突き 出る 装置 。③ 
警報 ブザー。 ス ロッ トル レバ ー と 運動 
ほる 装置 で 、 左 右 い ずれ が の 脚 が 完全 
"下がら な い 場 合 、 左 右 ス ロット ルレ 
ー を 1/10 に 絞っ だ と き 、 ブ ザー が 鳴 
っ て 警告 する 。 以 上 3 種 の 安全 確認 装 
四 が びあ る 。 
ii 型 の 主 脚 : 1 型 と 異な る 点 は 、 ま ざ 
ォ セ ル を 大 型 化し 完全 引込 み 式 に し だ 
CHS. 空気 抵抗 を 減少 し 、 性 能 
上 させ る だ めで あろ う 。 ナ ゼ ) 
さ 開 閉 ド アガ 付き 、 ま だ 後 亡 脚 柱 に も 
カバ ー が 付け られ だ 。 
プレ ー キ は 油圧 作動 に 変更 され だ 。 
車輌 は 、 す で に I 型 内 より 若干 大 型 
化 さ れ て お り 1000 x 360mm で ある 。 
EG : 試作 第 1 2 号機 で は 、 引 込み 
つ だ が 、 機 構 が 複雑 で ある と の 
で 廃止 され 、 増 加 試 作 機 以降 は 固 
に 改め られ だ 。 
BMOAEZSIA, 1 型 申 で は 450 x 
⑧ 下 操縦 席 の 操縦 ハン ドル に 付く プレ ー キ 操 
。 これ と ラダ ー ベ ダル の 踏込 み と 並 


用 し 、 両 輪 制動 (ラダ ー ベ ダル 中 正 時 ) と 片 
事 輸 制 動 に よる 地上 旋回 を 行う 。 


作 レ バー 


@⑯II 型 の 車輪 制動 装置 


⑩1I 型 の 脚 カ バー 装置 


人 WT 型 の 後方 脚 柱 の 下部 。 フ ォ ー ク の 付 根 に は 泥 
よ け が 付い て いる (1 型 も 同じ )。 後 方 脚 柱 の 下 
面 に ある 板 は 、 後 方 脚 柱 の カバ ー て で 相 型 の ナセル 
下面 の 脚 用 の 切欠 き は すべ て カバ ー さ れる 。 


120mm だ つた が 、 続く 1 型 で は 、 尾 
部 遠隔 操作 機銃 を 新設 し 、 尾 喘 部 が 太 
ぐ な つ だ 関係 で 、430x 120m と 若干 小 
型 化 され て いる 。 車 輌 は いざ ずれ も 4 気 
圧 の 高圧 ダイ ヤ で な る 。 

尾 輌 の フォ ー ク 軸 は 360" 回 転 す る 構 
造 に な つて いる が 、 ご これ に 回 転 を 制限 
する 装置 と し て 、 回 転 軸 頭 に 制限 金具 
を 付け 、 左 右 に ゴム ヒモ に よる 緩衝 装 
置 を 張り 、 尾 輌 が 一 回 転 し な いよ うに 
し て ある 。 


一 後方 脚 作 カバ ー 


車輪 収容 部 ドア (Naka | | 


も どる だ た だめ の 求 心 装置 と し て も 働く 。 
その 他 に 、 尾 輪 に は 空中 で 機体 に 帯 


ご の 制限 装置 は 、 地 上 走行 中 、 旋 回 
し だ あと 尾 輸 が すみ や が ガ に 中 心 線上 に 


⑮II 型 の | 


第 32 円 筐 


電 し だ 静電気 を 地上 に アー ス さ せる 放 


s が 付け られ て いる 。 


430※120 高 圧 車輪 


t 最大 圧縮 


地上 静止 


| ARMAMENT | __ 


射 撃 装備 


日 本 の 爆撃 機 は 一 般 に 防御 火力 が 弱 
かつ だ 。 九 世 式 重 爆撃 機 の 場合 だ と 、 
基本 型 と 言う べき 1 型 で は 7.7m BR 
ARE ( 機 首 、 後 上 方 メ 2、 後 下方 ) の 
み と い う も の で 、 諸 外国 の 同 ウ ラス の 
機体 と 比べ て 貧 表 で ある 。 

これ は 軍 側 の 仕様 書 通 り で 、 軍 当局 
と し て は ご これ で 十分 と 考え だ の だ ろう 
が 、 事変 が 始ま る や 至 ぐ 不 十分 で 


1 型 の 機 首 。 風防 は 曲面 の ブレ 
キシ ガラ ス で 、 全 体 が 旋回 

L 、 的 机 上 ORES IE 

よっ て 任意 の y 


強化 の 強い 要求 が 出さ れ 、 後 述 す る よ 
うに 、 最 初 に 本 機 を 使用 し だ 飛行 第 60 
戦隊 な ど で は 、 独 自 に 機銃 の 増 載 な ど 
を 行 な つ て いる し 、 量 産 機 で も し だ い 
に 武装 は 強化 を まれ て ゆ ぐ 。 

九 七 式 重 爆 撃 機 に 搭載 され だ 機銃 は 
後 上 亡 が 連装 の 八 九 式 7.7m 旋回 機銃 
( 特 ) まだ は 一 式 12.7m 旋 回 機銃 ( 単 
装 )、 機 首 、 側 方 お よび 後 下 方 は 、I 
型 が 試製 単 銃身 旋回 機銃 、1 型 が テー 
4 旋回 機銃 (て いずれ も 7.7mm、 単 装う)、 
尾部 が 八 九 式 固定 機銃 で ある 。 

以下 、 本 機 処 撃 装置 の 名 部 に つい て 
説明 し て ゆ ぐ 。 

前 方 機銃 

OO(s | ®. OST LOM ADBBS 
よび 関連 諸 装 置 で ある 。 

風防 は 旋回 握 把 を 握 つ て ロ ツ を 人 外 
し 、 人 力 で 旋回 させ て 機銃 支持 環 を 任 
意 の 位置 に 物 動 し て 握 把 を 離し 、 ロ ツ 
する 。 ご これ に より 射手 は 比較 的 楽 な 

姿勢 で 射撃 び が で きる ほ が ガ 、 射 界 も 広 

こぐ こと る こと が で きる 。 


ご の 方式 は 、 風 防 の 旋回 を 人 力 で 行 
な う ガ 動力 で 行なう お な どの 違い は あ 
る が 、 こ の 時 期 以後 の ほとん どの 多発 
螺 撃 機 に 採用 され て いる が 、 三 菱 の 試 
作 機 で は 従来 の タイ プ 、 つ まり 、 機 首 
を 旋回 し な い 箱 型 の も の と し て い だ 。 
旋回 式 の 流 線 形 機 曽 と いう の は 中 島 側 
の 試作 機 で 、 ご の ほう が 便利 で 空力 的 
に も 有利 だ と いう こと か ガ ら 、 三 菱 機 の 
制式 採用 、 増 加 試 作 指示 が 決定 され だ 
時 に 、 三 菱 機 も この 亡 式 を 採用 する ご 
と に な つ だ わけ で ある 。 

射 界 は 機軸 線 に 対し て 上 万 へ 61'、 
左右 お よび 下 万 へ 82* だ が 、 1 WEIS 
は 機銃 支持 環 が 150mm ほど 前 方 こ に あつ 
だ だ め 、 こ ご これ より 狭 が な が つ だ 。⑨⑲ は 60 戦 
隊 で この 改修 を 行 な つ だ 機体 で 支持 環 
の 前 方 に 見 える 円 形 の 線 が 支持 環 の 旧 
位置 で ある 。 

弾 視 携行 数 は 機 続 ご ビ セ ツ に ト され て い 
る も の も 含め て 、 ! 、IL 型 と も ノコ だ 
が 、 使 用 機銃 の 違い に より 、 弾 薬 総数 
は 1 型 が 511 発 、T 型 が 476 発 と な つて 
いる 。 

後 上 方 機銃 

本 機 の 後 上 亡 機 読 は これ まで 単 装 と 
いう 説 び あつ だ が 、 ⑳⑯@ お よび 取扱 説 
明 書 お など に よ つ て 連装 で ある こと が 確 
BENE. 

後 上 方 に 搭載 され だ 八 九 式 旋回 機銃 
( 特 は 、 昭 和 3 年 に 制式 採用 され だ 
ハ 九 式 旋回 機銃 を 連装 に し た も の で 、 
性 能 は 、 初 速 が 810mS 、 発 射 速度 


位置 で 射撃 する こと が で きる 。 機銃 は 右前 
下方 を 向い て お り 、 風 防 は や や 右向き の 位 
置 で 停止 し て いる 。@ 1 型 の 機 首 内 側 。 左 
上 、 左 下 、 右 に 風防 旋回 用 の 提 把 が 見 える 。 
最 右 方 は 予備 弾倉 。 11 型 の 機 首 も 工 型 上 
ほとん ど と 同様 だ が 、 機 銃 支持 環 や 保持 金具 
な ど が 変わ っ て いる 。 


@ 機 首 令 座 の 装備 と 配置 
機銃 保持 金 と 


Ss =i 
安全 バン ド 取 付 金具 ブー 


(> See ニン ニー ペー ニー ャ ーー 
」 型 に セッ ト さ れ た 八 九 
式 7.7mn 旋 回 機関 鉱 ( 特 )。 
この 写真 で は よく わか ら な 
い が 2 連装 て 、 横 風 の 影 
を あら か じ め 考 慮 し て 
する た め の 移動 照 星 が 装 着 
され る 。 銃身 の 前 部 手前 に . 
見 える の は 制限 装置 。 弾 食 
は 装着 され て いな い 。⑨ 益 
上 方 機銃 関係 の 装置 と し て 
+. RRMA. REAL 

L.A ER LSE 

と が ある 。 風防 に つい て は 

le 一 17 頁 を 参照 。⑲ 入 九 式 

7.7 m 旋 回 機銃 (FF) の 射 


BEE hE LMAGAL 
ERG. BARRE 


の も の を 各 銃 の 外側 に 装着 (4) 
し て 使用 する 。 


= 


A750%. AMWHEOOM. 

制限 装置 は 誤っ つて 尾 穴 を 撃つ こと を 
防 ご だ め の も の で 、@ は 60 戦 隊 が 前 線 
で ぐふ うし だ も の 。 初期 の 制式 機 に は 
凌 着 し て お ら ざ ず 、 後 の 機体 で も 、 工 場 


る よう に 取付 けら れ て いる 。 支持 架 は 
レー ル 上 を 自由 に 油 動 、 ロ ッ ク さ ね れ 、 
任意 の 方向 へ 楽 な 座 勢 で 射撃 する こと 
が で きる 。 

機銃 保持 金具 は 機銃 を 格納 する だ め 


内 で 装着 さわ だ と いう は つき り し だ 証 
MSA. 
次 に 取扱 説明 書 に 従 つ て ⑲ を 説明 す 
る 。 
銃 架 の 主要 構成 部 品 は 半 円 型 の レ 


に 使用 する 。 レ ー ル を 格納 位置 まで 下 
げ 、 機 銃 を 保持 金具 (バネ で 外 方 へ 引 
つば られ て いる ) に お し つけ る よう に 
する と 、 ご の 位置 で 機銃 は 固定 され る 。 


ル で 、 両 端 が 機体 に ボー ル ・ マ ウン ト 
され て いて 、 鉱 架 は あら ゆる 身 撃 次 勢 
ご 対応 する だ め に 全 仰 する こと が で き 
る 。 ご の 操作 は まず 、 の 石 下記 に あ 
る ペダ ル を 踏ん で ロ ツ ク を 解除 し 、 人 答 
外 操 作 ハ ンド ル を 回 わし て レー ル を ジ 
ャ ツキ アッ プ す る 。 ご うし て レー ル が 


離脱 用 つま み を 引く と 、 ロ ッ ク は 解除 
きれ て 機銃 は フリ ー と な る 。 
この 銃座 の 射 界 は 、 尾 部 方 向 に 向 が 


後 下方 機銃 

後 下 方 機銃 は 胴体 後部 、 第 25~27 過 
HAICAZOIC ASTRA SRRBER 
け 、 ご こ ガ が ら 身 撃 す る 。 機銃 は 仲介 金 
具 を 介し て 第 25 円 筐 の 機体 中 選 線 上 に 
設け られ だ 支 電 受 金具 に 取付 けら れる 
が 、 仲 介 金 具 は 可動 式 で 、 中 央 、 右 、 
を の 3 つの 適当 な 位置 を 使用 する 。 

@ は I 型 申 で 、60 戦 隊 が 独自 の 改修 
を ぐ わ えた 状況 。 写 真 で は 機銃 の 影 に 
な つて いて 見 えな い が 、 仲 介 金 具 に も 
ぐふ う が こ ら さ れ 、 ロ ッ ク 位 置 が 非常 


つて 上 へ 60*、 下 訪 へ 30*、 を 右 へ 各 
140° (前 万 へ 50") で ある 。 

弾 訪 は 両側 に 格納 され 、 機 読 に セツ 
に され て いる も の も 飲め て 1 銃 あ だ り 


に 自由 に な つて いる 。 

弾倉 は 2 型 の 場合 、 左 艇 に 4 ココ 、 右 
MICS, BBICEVRKENEb6O1 
コ 、 計 8 ココ を 携行 し 、 弾 薬 総 数 は 同じ 


ら コ 、 合 計 10 コ て I 型 で は 8 コ ) で 、 


最上 位置 まで 上 昇 す る と 、 再 び ロ ッ フ 
され 、 処 撃 可能 と な る 。 レ ー ル を 下げ 
る 時 に は 再び ペダ ル を 使用 する 。 レ 

し に は 機銃 支持 架 が 常時 が かみ 合い 、 が ガ 
つ 、 支 持 架 に は 常時 機銃 が 自由 に 動け 


携行 弾 工 は 計 900 発 て 1 型 で は 720 発 ) 
と な つて いる 。 

な お 、TII 型 且 お ら は この 銃座 は 球形 
と な り 、 搭 載 機 続 は 12.7m の 単 装 旋回 
銃 と な つ だ (> 


だ が 、 格 納 位 置 は 若干 異な つて いる 。 

HAS BOBS. FHA20°~90° 
(直下 )、 左 右 方 向 は 各 80* (後方 に 向 
が つて ) と な つて いる 。 

尾部 機銃 

1 型 四 で は 尾部 に は 銃座 が な ぐ ご 、 後 


S9 


/ 


旋回 機銃 


ェ ーーー ン | 
pee ド 取 付 金具 
co 


@⑧ 後 下方 銃座 の 装備 と 配置 @ 鉱 眼 蓋 開閉 装置 
有 oe 3 向 方 行当 apa 
|< san ger a eit 


ワイ ヤ 巻 取 簡 


方 に 大 き な お 死角 が あつ た 。 ご の 欠点 は 
日 華 事 変 に お いて 中 国 空軍 に すぐ 知れ 
わな だ り 、 敵 戦闘 機 は 最大 限 に これ を 利 
する こと に な つ だ だ め 、 第 1 線 で は 
尾部 に ダミ ー の 機銃 を つけ る な ど し て 
対策 に 大 わら わ と な る 一 方 、 尾 部 機銃 
新設 を 強く 要求 し だ 。 

機体 の 構造 上 、 こ こ に 射手 を 位置 さ 
せる こと は 不可 能 だ つ だ が 、 明 ら ガ な 
死角 を 放置 する こと は で き な い 。 せ め 
て 敵 に 、 ご の 位置 に も 銃 が びあ る こと を 
知ら せ 、 な ん と が し て 瑞 を 「 安 全 な 位 
置 」 ガ ら 追 い 出し た い 、 と いう の が 尾 
BR (⑩⑱@) 新設 の ね らい だ つ だ 。 

射 界 は 上 方 10*、 下 亡 20" 、 左 右 方 向 
各 15* と 狭い が 、 上 述 の よう な 状況 で は 
や お を 得 な ひつ だ し 、 大 き な 威 力 の 増 
加 と な つ だ こと は まち が いな い 。 だ だ 
し 、 尾 部 銃 と 後 上 亡 銃 は 同時 に 使用 す 
る こと は で き な い 。 弾丸 は 最大 500 発 
を 装備 する こと が で きだ 。 

側 方 機銃 

側 万 銃 も 尾部 銃 と と も に 第 1 MRIS 
の 火力 強化 要求 に よ つ て 新設 きれ だ も 
の だ が 、 1 型 乙 、 内 で は 左右 兼用 の 銃 
1 要 と 左右 の 射撃 窓 だ つ だ 。 IT 型 に な 
る と 左右 それ ぞ れ に 専用 銃 ガ 設け られ 
だ (> 

弾 含 は 名 ら コ ずつ で 、 射 界 は 右側 銃 
E7545", F760". BIAS". 
左側 銃 が 上 方 26* 、 下 万 40"、 前 方 46'、 
後方 40" で ある 。 

な お 、 写 真 @ 一 は 60 戦 隊 ガ 独自 に 


め 後 下方 機銃 を 前 方 か ら 見 る 。 銃 眼 蓋 は 左 右 に スラ イ 
連動 宰 と ワリ ワイヤ も 見 える 。 機 銃 の 照 星 か ら 「L」 字 型 
案 し た 機械 的 移動 照 星 。 使用 機銃 は 試製 単 銃身 旋回 機 | 


は テー 4 で ある 。⑨ 銃 眼 蓋 は 機体 に 固定 され た レー ル ( 


尾部 機銃 の 操作 は 後方 機銃 射手 が 操作 する 。 使 用 
甲 〈 右 侧 装 填 ) で 、 ベ ルト 給 弾 式 、 全 操作 が 遠隔 操作 
装填 、 故 障 排除 、 発 射 ) は 3 組 の ワイ ヤ に よっ て 行 な 
て 行なう が 、 は 機銃 を 右上 方 へ 向け る 操作 を 示し 
り 、 機 銃 と 連動 し て 動く 。 打 殻 は 200 発 まで 収容 で き 


ド し て 開 〈。 操 作 ハ ンド ル が 右 方 に 見 え 、 
に の びている 細い 鉄棒 は 60 戦 隊 が 独自 に 考 
関 銃 2 型 。⑲ は 全般 装備 図 だ が 、 使 用 機銃 
に は 示し て な い が ) FAL TRC. 


増設 し だ 側 万 銃 で 、 同 戦隊 で は I WEA 
(銃座 3 カ所 の み )〉 に 対し 、 右 側 方 、 
右側 上 万 、 左 側 方 、 副 操縦 席 、 昇 降 
E を 設け た だ 。 こ ご の うち 昇 


機銃 は 戦闘 機 用 の 入 九 式 7.7m 固 定 機銃 
で 行なわ れる 。 こ の うち 射撃 管制 ( 初 弾 
い 、 照 準 は 操縦 細 操 作 同様 連動 欄 に よっ 
て ある 。 介 照準 器 は 後 上 方 銃座 後方 に あ 
る が 、 実 戦 で は 機体 外 に 放出 され る 。 
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人 @ 同 じ く 左側 方 銃 。 位 
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外 板 を 切り ぬい て 作っ た 


\ ッ チ を 開く こと は で き な い か 
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爆撃 席 の 装備 と 配置 


照準 器 格納 位置 
20 FE RENEE PRR 
機内 温度 セン サー 


視 窓 
外気 温度 セン サー ご と 投下 電 鍵 格納 


降 口 の 銃座 は 実用 的 で な いと いう こと 
で あま り の 使わ れ ね な が つ だ よう だ が 、 第 
1 線 の 部 隊 に と つて は 、 こ ご の よう な 、 
一 見 無茶 と も 思え る よう な 改修 を 行 な 
わな けれ ば な ら な い ほ ど 、 防 御 火 力 の 
強化 は 切望 きれ て い だ の で ある 。 設計 
側が 中 国 で 作戦 中 の 本 機 を 見 、 と て つ 
も な い 超 過 和 荷重 で 運用 まれ て いる の に 
驚い た と いう 話 も 伝え られ て いる 。 


a 2 装備 
本 機 の 爆弾 搭載 量 は 最大 1 t で ある 


が 、 ご の 数 字 は 欧米 の 中 型 爆撃 機 に 比 
べ て も 少な いも の で ある 。 ご これ は 軍 当 


団 


@ 爆 撃 手 席 は 機体 中 心 線 より 10cm ほ ど 右 側 に よせ られ 、 操 縦 席 と の 連絡 が し や すく な っ て いる 
爆撃 席 に は 爆撃 照準 器 、20 発 爆撃 操作 器 、 投 下 電 鍵 、 配 電 盤 な ど が 姜 備 され て いる 。 


人 爆弾 は 原則 と し て 全 弾 を 爆弾 倉内 に 収容 する 。 爆 弾倉 扉 は 2 つ折 り に な っ て 左右 に 開く が 、 ブ 
ッシュ ロッ ド は スク リュ ー ジ ャ ッ キ 式 に な っ て お り 、 爆 撃 手 が 定位 置 に つい た まま 開閉 で きる 
各 プ ッシュ ロッ ド と 爆撃 席 後方 の 操作 ハン ドル は 索 で 連結 され 、 ハ ンド ル 27 回 転 で 全開 と な る 。 


局 の 判断 に よる も の で 、 ガ わり に 、 と 
いう わけ で は な い が 、 非 常に 多く の 弾 
種 を 搭載 で きる の が 本 機 の 特色 で あつ 
だ 。 き まだ 、 原 則 と し て 主 弾 を 胴体 内 の 
糞 弾 倉 に 収容 し 、 人 奈 計 な 空気 低 抗 を 防 
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時 する と いう 方 針 が つら ぬれ だ 。 

ま 機 に 搭載 で きる 爆弾 と 数 は 、10kg 
Mss (演習 用 ) X20、15kg 爆 弾 X20、 
記 kg 糧 弾 メ 20、100kg 米 弾 メ 10、250kg 
BBX 4. 500ks 爆弾 く 2 の うち の い 
計れ が だ が 、 こ れ は 最大 搭載 量 (特別 
護 落 ) で 、 標 準 装備 で は 次 の 名 組み 合 
わせ の うち の どれ が と な る (AYIA 
旧 邊 続 力 を 増す た め に 燃料 を 満載 と し 


BK 目 表 参照 )。 


500kg 爆 弾 : 特別 装備 時 以外 搭載 せ 


。250kg 爆 弾 々 3 (2)、100 
ら 5)、50kg 爆 弾 X15(8)。 
0kg 爆 弾 、15kg 爆 弾 は 20 


AN | 


kg 爆弾 メ 
以上 の ほぼ 
発 搭載 で 
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图 爆 弹 是 梁 配 置 忆 上 以 各 种 爆 弹 搭载 


染 は 全部 各 爆 弾 専用 の も の で 、 図 中 、 た 

500- 5 と ある の は 、500kg 爆 弾 の 懸 染 を 示し 、5 
は 爆弾 番号 (500kg 爆 弾 は 2 発 ま で で 、| 一 4 は 
欠番 ) で 、 こ の 番号 に よっ て 爆弾 投下 管制 を 行 
な う 。 装備 状況 の うち 、 青 で 示し た の は 特別 装 


備 爆弾 。15kg 爆 弾 な ど を 装備 する 時 は 別に 路 吊 
架 を 装着 し て 搭載 する 。 人 爆 弾倉 の 内 部 。 みこ 
し に よっ て 500kg 爆弾 を 搭載 中 
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を 装備 する こと も 考え られ だ が 、 
実用 に は い だ ら な が つ だ 。 

ご の よう な 多種 類 の 爆弾 を 装備 
で きる 機体 は あま り 例 が な い が 、 
ご れ は 仮想 敵 を ソビエト 地上 部 隊 


Ree ーー ニー 
と し 、 重 防御 の トー チカ ガ ら 民家 ー 
に ひそ お 歩兵 まで を 有効 に 攻撃 で 人 ee 


きる こと と いう 多様 な 戦術 上 の 要 = 
求 に 対応 し を も の だ つ だ 。 し ガ が も 2 ag ee 


短 下 離 の 反復 攻撃 と いう こと を 考 上 ates 
Ry Ma AT ESRI IW) —. 
要 な も の 以外 も 常時 機体 に 装着 し 

て ある と いう 設計 に な つて お り 、 

燥 弾 廊 の 設計 は な が な が ガ 難 し いも 

の と な つ だ ほ が か 、 少 し で も 高速 に 1 

し だ いと いう 方 針 に と つて は 下 び . 

が だ い 重 量 の 増加 が 避け られ な が ガ 四 


つ だ 。 
な お 、 特 別 装備 の 場合 に は 一 部 
和 (の ハ 上 車 け は 憶 暗 胡 欧 的 な 作戦 に も 使用 され た わずか に 降下 し な が ら 爆 弾 を 投下 する 九 七重 の 編隊 
弾 の 懸 吊 状 態 は @ を 参照 。 ガ 、 扉 が 全開 で な いと 投下 操作 を 行 な 闘 隊形 に さま ざま な ぐふ う を こら し た だ 
爆弾 の 誤 投下 (爆弾 訪 誹 を 閉め た だま つて も 爆弾 が 投下 され な い 「 爆 弾 投下 が 、 そ の 例 を 介 に 示し た 。 
ま 投下 する な ど ) SME, RB 安全 装置 」 も 装備 され て いる 。 ET. HERO 1 編隊 コ 機 編成 を 4 機 


は 機械 的 な も の と 電気 式 の も の 、 つ 爆弾 投下 は 「20 発 爆撃 操作 機 」 お よ 編成 と し 、 豚 進 隊形 で は 4 番 機 は 外人 
類 の 安全 指示 器 が 設け られ て いる ほ びそ れ ぞ れ の 弾 種 に 応じ だ 電磁 器 に よ 。 に つく が 、 戦 闘 隊形 で は 姜 形 に 隊形 を 
| の 飛行 第 680 戦隊 の 戦術 | 変え 、 機 体 間隔 は ゼロ 機長 、 ゼ 
WICTS. 1 番 機 と 4 番 機 
の 高低 差 は 1 機 高 で ある 。 
これ に より 、 名 機 は だ が い に 
防御 火力 を 有効 に 使 つて 相互 防 
で 御 が 行なえ 、 対 空砲 炎 に 対し て 
T T Sue ee sb 譜 も 図 の よう に 縦 深 が 小さ こく な る 
ra Se + 了 | る 電気 式 で 、 全 弾 一 斉 投 下がら 1 発 ず の で 、 借 才 内 の 飛行 時 間 ガ 知 ご な る 。 
つ 寿 意 の 間隔 で 投下 し て ゆめ ご 連続 投下 だ だ し この 隊形 は 非常 に 問 隅 が 狭く な 
tT 変更 後 の 隊形 | まで 、 い こつ の パタ ー ン の 投下 記法 る の で 、 十 分 な 訓練 が 必要 で あつ だ 。 


ee 


_ 従来 の 隊形 会 


A T が これ る 。500kg 爆弾 の 場合 は 手動 式 爆撃 コー ス の と の 方 は 、 従 来 は 目標 
a 2 TTT 投下 シス テム も ある 。 に 直行 し 、 爆 撃 後に だ だ ち に 帰 思 進路 
fal っ この ほか 、 投 下 安全 装置 の 故障 に そ へ の 変 針 を 行なう の で 、 編 隊 は 知れ や 
だ Se eee な えて 、 非 常 投下 回 路 が 独立 に 設け ら すぐ 、 目 標 上 空 に いる 時 間 も 長 こなつ 
: れ て いる 。 て 危険 が 大 きか つた だ 。60 戦 隊 で は これ 
T 航 進 隊形 爆弾 念 内 の 50kg 爆 弾 全 弾 と 100kg 爆 = を @ に 示し だ よう な コー ス に 変更 し 、 
T T 弾 の うち の 5 ら 発 に は 信管 秒 時 切換 装置 LOG, MEEA SMM KLODAS 
BOX. CNld, BSEBRASBE 。 うこ と と し だ 。 ご れ は 、 目 標 を 外れ だ 
ae T に 切換 える 装置 で 、 昌 撃 席 か ら 操作 す コース で 飛ぶ だ め に 不意 を つこ こと が 
ase Bo で きる し 、 目 標 付 近 で は ご ご 軽い 旋回 
戦闘 隊形 OT 爆撃 照準 器 は ハハ 式 2 型 まだ は 3 型 。 で す お だめ 、 安 定 し だ 明 準 が 可能 で あ 
従来 の 方 法 と よ ば れる も の で 、 これ は 陸軍 と し のり 、 し か も 緩 降 下 で 
て は 初 の 国産 品 で あり 、 日 本 光学 が ド 増 速 レ つ つ 接近 、 避 
z 目標 イツ の ゲル ツ 式 を も と に 開発 し た だ 。 射 。 退 を 行なう から 、 対 
=e ) 表 は 原則 こし て 時 速 260km 前 後 の も の 空砲 玉 に 対し て も 戦 
ら が 使用 され だ 。 闘 機 の 防 害 に 対し て 
き 日 全 変更 後 の 方 法 最後 に 60 戦 隊 に よる 編隊 の ふう に も は る が に 有利 な 戦 
つい て 述べ る 。 法 で 、 新 し い 4 機 編 


事変 で は 迎撃 戦闘 機 や 対空 砲 X 。 隊 に よる 戦闘 隊形 と 
ガ ガ な のり の 激 し こ 、 ご これ に 悩ま され だ 60 "あい まつ て 大 き な お 効 
| 飛行 第 60 戦 隊 小 史 よ り | 戦隊 で は 、 爆 撃 コ ー ス の と り ガ だ や 戦 。 果 を あげ だ 。 
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